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巻頭言

米沢俊彦

目まぐるしく時間が流れる今日，波に揺られながら南の島へ渡り，豊かな自然の中で煩

雑な日常を忘れることのできる日々は，私にとって至上の贅沢に他なりません。昼間は強

い陽ざしの下，自分の足で心ゆくまで歩き回り，夜は満天の空に輝く星を見上げながら仲

間たちとその日の出来事を語り合う。こんなひとときは自分にとってまさに夢のようです。

私達のサークルは南西諸島で合宿を行うことが多く，私もこのサークルに入ってから二

年間に幾つもの島々を訪れました。島によって気候も違えば人情も異なります。島ごとに

様々な人に出会い，独特の風習に接する機会は貴重な体験となることでしょう。島の人々

の言葉には，毎日をそこで暮らし，その風土に精通したものにしか語ることのできない，

生きぬくための知恵や古くからの言い伝え等，私たちにとって全く新鮮なものが詰め込ま

れています。短い滞在期間中に少しでも地元の方々と交流し，親睦を深めることができれ

ば，と思っています。
ところで最近，環境問題が話題にのぼることが多くなりましたが，確かに様々な場所で

異様な光景に遭遇します。信じられないような山奥に砂防ダムが建設されていたり，徹底

的に伐採され木一一本残っていない山があったり，原形をとどめないまでに山を崩した採石

場があったりしたりするのには驚かされます。自然と協調することを忘れ，人間の営みと

自然とを天秤にかけた二者択一的な選択の結果生じた傷痕は革まりにも大きすぎます。私

達の活動も自然に至近距離で触れることを前提としているため，少なからず生態系に影響

を及ぼしているのは事実です。採集の意味，標本の意義を今一度考え直してみることも今

後の活動のために必要な時期が来ているのかもしれません。ただ調査や研究の名を採集の

免罪符にだけはしたくないというのが正直な気持ちです。
奪った生命や傷つけた自然になんらかの形で報いることができるようにと願い今年もこ

こにLEBENを発行いたしました。1991年，私達の軌跡とともに，その瞬間そこに存在

した生物たちの営みを片鱗だけでも汲み取っていただければ幸いかと存じます。

最後になりましたが，我々の活動を支えてくださった方々，いろいろな場所でお世話に

なった皆様方へこの場を借りてお礼申し上げます。
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1991年トカラ列島春旅行の報告

米沢俊彦

1991年3月13日から3月24日まで生物研究会の春旅行でトカラ列島の宝島と中之島を訪

れたので，以下に報告する。

○トカラ列島の概要

トカラ列島は鹿児島県屋久島から奄美大島に至る約200kmの問に点在する12の島々か

らなり，北緯30度の口之島から北緯28度50分の横当島までおよそ180kmある。そのうち

人の住んでいる島は口之島，中之島，諏訪之瀬島，平島，悪石島，小宝島，宝島の7島

で他は無人島となっている。トカラ列島は全島が火山島であるが，現在活動を続けてい

るのは諏訪之瀬島と中之島だけである。列島の地体構造は口之島，中之島，諏訪之瀬島，

悪石島が新期造山帯に属し，これらの西側に並ふ臥蛇島，小臥蛇島，平島，′ト宝島，宝

島，上ノ横島，横当島は古期造山帯に属している。列島のほとんどの島は周囲を急な断

崖で囲まれているが，小宝島と宝島は隆起サンゴ裾礁が発達している。
気候は，一年を通じて黒潮の影響を受けているため温暖であり，亜熱帯性の植生が見

られる。また，動物地理区の境界線である渡瀬線が悪石島と‾小宝島との間（七島灘）に

引かれており，悪石島以北は旧北区，′卜宝島以南は東洋区とされている。

現在トカラ列島への交通機関は，村営船「としま」がはば4日に一便島伝いに運行し

ており鹿児島市との間を往復している（奄美大島の名瀬港に寄港する便もある）。

（よねざわとしひこ）

吐喝嘲列島
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宝島

永田武志

○はじめに

我々は，1991年3月14日から18日まで宝島にて，卒業祝いを兼ねた春旅行の一環とし

て動植物の観察や採集を行った。特筆すべき成果は少なかったが，以下その報告をする。

但し，採集リストは甲虫類とチョウ類のみ掲げることにした。

尚，宿泊その他に関しお世話下さった平田書義区長と平田駐在員，松下局長をはじめ

郵便局貝一同，その他関係の方々に心からお礼申し上げる。

○メンバー

西村一郎（当時4年）・池俊人・小野雅章・永田武志・米沢俊彦．

0日程

3月13日（水）：部室集合（21：00）南鹿児島港発（22：05）逓

14日（木）：宝島着（13：00）

且動植物の観察や採集を行う

19日（火）：宝島発（13：20）葱

○天候

概して曇り気味であり，終日晴れていたのは18日のみであった。他の日は，時折晴れ

てもすぐに曇り若しくは小雨になるという変わり易い天気であった。北または西寄りの

強い風もやや目立った。また，海上では波がやや高かったようである。14日は激しいう

ねりのため入港予定の北岸の港ではなく東岸の宝島港に接岸したが，この様なことは日

常茶飯事のようである。

○位置・地形など

宝島は，北緯29．08’，東経129。13’を通る面積5．94km2，最高標高291．9mの小島であ

り，北西（南東）方向に斜辺を持つ直角二等辺三角形をいびつにしたような形をしてい

る。

島の北西部から南東部にかけて島唯一の山地が走っているが，これは北西端に位置す

る女神山（130m）から概して南東方向へ標高140m，179m，254mの小さなピークを経

て最高峰のイマキラ岳へと連なり，そこから更に南東に位置する標高207m，65mのピ

ークを経て最東南端の荒木崎へ及ぽんとする。
島の北東部には小丘や小潮沼を持つ平地が広がっており，田畑や集落は主として緩傾

斜地となっている山地の北麓に発達している。
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○植生（標高は全て高台などからの観察や写真より推定した値である）

まず目に付くのはリュウキュウマツとリュウキュウチク，女神山のピロウである。ま

た，集落内のアコウの大木や観音洞前のガジュマル，海岸のアダンも特徴的であり，女

神山付近ではタブノ辛が意外に目立つ。

イマキラ岳の山頂部ではリュウキュウチクが卓越しているが，これは以前草地であっ

たところの遷移が一段階進んだためであると考えられる。

山地の標高150m付近から畑地や一周道路に至るまでは，北部ではリュウキュウマツ

が卓越しており，東部と南部では広葉樹林中にところどころリュウキュウマツ群落が混

じっているという感じである。西部では広葉樹林とリュウキュウマツ群落が見られる。

女神山をやや西から見ると，山頂から標高60m付近までが大きく3層に分かれている

のが分かる。山頂から標高110m付近にかけては広葉樹林が見られ，標高110m付近から

標高85m付近にかけてはビロウが卓越しており，その下の部分はリュウキュウマツ群落

となっている。但し，ビロウの樹冠が山頂近くに見える箇所があったり，リュウキュウ

マツの大木が標高100m付近に生えていたりもする。また，標高60m付近ではリュウキュ

ウマツの稚樹がかなり目立つが，その辺りから海の方へ向かって荒れ地が広がっており，

多年性草本類が卓越する中にソテツや広葉樹の小規模な低木林が見られる。

○日ごとの観察・採集記（筆者によるもののみ）

※観察・採集地St．の1・5は広葉樹林の林床，2・10・1ト15は草地・荒れ地（2のみ池

あり），3・6～8・13・14は林緑，4・12は海岸，9は山頂である（図1参照）。

15日：一周道路に沿ってSt．1～3で採集する。

大池は，昭利47年国土地理院発行（空中写真は昭和44年5月撮影のものを使用。現地

調査は昭和45年4月実施）の2．5万分の1地形図によると東西最大幅的300m，南北最大

幅約60m，面積約1．38haの平行四辺形にやや近い形をした池として描かれているが，我

々如訪れた時は3畳程の広さの水たまり（水深約20cm，底は砂質）を湿地（働旬性の植

物が生えている）が取り囲み，その周りにイネ科植物などが生える草原となっていた。
ここでは主としてゲンゴロウ類・ヤゴ類を採集した。羽化したてのアジアイトトンボ1♀

も得られた。午前10時半に草原の温度は250Cを示し，池の水温は17。Cであった。

16日：午後1時からSt．4で1時間半程採集する。

石の下と放置された丸太の下からそれぞれゴミムシの1種，ハサミムシが得られた。

17日：St．5′～9で採集する。

観音洞の入口近くの終日日陰になっているような場所（St．6）でカミヰリムシの幼

虫が入っている材（長さ90cm，直径9cm）を採集する。

St．8ではヤマトシジミを多数目撃する。また，末同定の樹木の花（1，2分咲き）

からスウィービングによりクモやアブ，アリの類が得られた。

St．9ではカミキリムシの幼虫の入った非常に乾燥した枯れ木（長さ140cm，直径5cm）

を採集したが，周りはリュウキュウチクばかりで，元々どこに生えていたのか見当がつ

かなかった。
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18EI：St．10～14で採集する。

St．10，11ではアプラナ科植物のスウィービングによりオキナワコアオハナムグリや

ハムシ類が得られた。また，モンシロチョウを1頭目撃した。

ムラサキオカヤドカリは広く海岸沿い（St．12など）に生息していると思われるが，

浜辺の石の下に潜んでいる個体が多数観察された。我々の目にしたオカヤドカリ類の中

にナキオカヤドカリも含まれていたと思われる。

St．12において午後1時には砂上15C皿の気温が28。Cもあり，砂中1．5cmの深さの温度は

29eCもあったが，石の下の砂中1．5cmの深さの温度は160Cと低くなっていた。石や木の

下にはハマベヒメサビキコリなども見られたが，これらの生物の行動と気温の変化との

関係を調べるのもおもしろそうである。

St．14では枯れた枝や蔓のピィーティングによりホオズキカメムシやマルカメムシ，

カニムシの1種などが甲虫類と共に得られた。

浜辺の薮近くの岩の下にはタカラヤモリが見られた。

St．10付近のゴミ捨て場近くで午後9時半から11時（平均気温160C）まで灯火採集を

行ったが，蛾の類が数頭飛来しただけであった。

鞘廻、目COLEOPTERA

オサムシ亜目ADEPHAGA

Iオサムシ科Carabidae

l．オオアオモリヒラタゴミムシCoJlわぬ如血乃α乃fHor杷

St．14；（lex．，18．m，永田）

Hゲンゴロウ科Dytiscidae

2．セスジゲンゴロウ属の1種Co如J虎払S印．

St．2；（1ex．，15．日，永田），（2exs．，16．1Il，米沢）

3．ヒメゲンゴロウ属の1種肋戒び印．

St．2；（3exs．，15．III，小野），（5exs．，15．川∴永田）

（10exs．，16．1II，米沢）

4．コガタノゲンゴロウCybistertγiPuncutLSOrientalisGschwendtner

St．2；（2exs．，15．111，小野）

カブトムシ亜目POLYPHAGA

IIIガムシ科Hydrophilidae

5．マメガムシ鹿gi7Wbartiaattenuata（Fabricius）

St．2；（2exs．，15．11I，′ト野），（gexs．，15．IIl，永田）

（6exs．，16．1日，米沢）

Ⅳクワガタムシ科Lucanidae

6．タカラヒラタクワガタLbrczLSblatmLwtzzkaYtZenSis（FujitaetIchikawa）

St．1；（1♀・幼虫lex．，15．Ⅲ∴小野）

St．3；（幼虫5exs．，15．111，永田）

St．5；（幼虫5exs．，17．III，小野），（幼虫3exs．，17．11I，永田）

1991年6月5日に筆者飼育の1♂が蛸化しているのを確認。その3週間後，本個

体が羽化しているのを確認した。管理の不手際から他の幼虫は全て死亡した。
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Vコガネムシ科Scarabaeidae

7．オキナワコアオハナムグリ伽わ乃ねJo止血〟dJb止血Jα（血帽m）

St．10；（5exs．，18．1Il，永田），（5exs．，18．111，米沢）

St．11；（3exs．，18．日，永田）

黒沢（1985）によると本亜種は腹面に白斑を欠くということであるが，第5腹節

の両側に明らかに白斑の認められる個体が4exs．得られた。

Ⅵタマムシ科Buprestidae

8．ウバタマムシC／沼Jの伽rαカ1わ乃た冴由鳥α瑚面相闇Y．Kn）SaWa

St．5；（lex．，18．1Il，米沢）

Ⅶコメッキムシ科Elateridae

9．ハマぺヒメサビキコリAgryPnw2Wiya7nOtOiwi34mtOi（NakaneetKishii）

St．11；（4exs．，18．111，永田），（4exs．，18．11I，米沢）

St．12；（2exs．，18．IIl，小野）

Ⅷコメッキモドキ科しanguriidae

lO．ケシコメッキモドキMicrolanguriajangoni（Crotch）

St．14；（3exs．，18．Ⅶ，永田）

Ⅸゴミムシグマシ科Tenebrionidae

ll．ムラサキズビロキマワリモドキGnesishel0Pioidb如rPurascensNakane

St．1；（1ex．，15．111，小野）

St．14；（2exs．，18．m，永田）

Ⅹカミキリムシ科Cerambycidae

12．オキナワゴマフカミキリ戯㌍03αかd函㌍帯わ旭乃αbfHaya血i

St．6で得られた材より5月25日～28日の間に1ex．が羽化脱出した。

13．．アヤモンチビカミキリ鋤かⅥ0れ存撒血わゑαれZHaya血i

St．9で得られた材より5月20日～24日の間に5exs．が羽化脱出した。

14．ワモンサピカミキリ飽roIQbhiaa7mulata（Chevrolat）

St．13；（1ex‥18．III，永田）

15．トカラコブヒゲカミキリ肋αわ〆乃αわ短re花SS砲抑血i

4月25日に材（St．6のものかSt．9のものか不明）より1♂1♀が羽化脱出した。

16．オビレカミキリELLSeboidag耽おudbiGressitt

St．14；（1♂1♀，18．m，永田）

17．リュウキュウルリボシカミキリαeneachl0rOSPilaGahan

St．6で得られた材より4月24日に5exs．，同29日に3exs．が羽化脱出した。

ⅩIハムシ科Chrysomelidaeauct．

18．ハマゴウハムシPhola∝なおC椛guttata（Fabricius）

St．10；（lex．，18．IIJ，永田），（1ex．，18．III，米沢）

19．ウリハムシ血J銅坑0γα加mJね（Motschulsb）

St．10；（3exs．，18．1II，永田），（lex．，18．III，米沢）

ⅩHヒゲナガゾウムシ科Anthribidae

20．ワタミヒゲナガゾウムシ属の1種Arααγび印．

St．14；（2exs．，18．m，永田）
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ⅩIIIゾウムシ科Curculionidae

21．サビヒョウタンゾウムシ属の1種肋庭fc比S印．

St．12；（2exs．，18．日，永田），（1ex．，18．日，小野）

22．拙oeo〝泌関明け環）．

St．9で得られた材より4exs．が羽化脱出した。

触角が一様に曲がっており且つ吻側面中央についていること，触角清が背面から

見えないことなどからワシバナヒメキクイゾウムシ拙（ガロ〝∽脚仇の血Ⅶ虎柁

Wollastonに近縁な種であると考えられる。この度得られた4個体の平均体長（

頭部の先端から膿端までの長さ）は4．9mm（最大5．2mm，最小4．8mm）である。

科の分類と配列は原色日本甲虫図鑑I（保育社）に，学名と和名は同日～Ⅳ（同）に従っ

た。但し，クワガタムシ科は検索入門クワガタムシ（同）に従った。

参考文献

森本桂・他（1984′、1986）原色日本甲虫図鑑（I）～（Ⅳ）．保育社．

岡島秀治・若林守男（1988）検索入門クワガタムシ．保育社．

鱗週目LEPIDOPTERA

チョウ亜目

I　アゲハチョウ科　Papilionidae

l．アオスジアゲハ　GWiuw sar如dbn L．innaeus

St．7；（1ex．目撃，17．日，米沢）

2．モンキアゲハ　fbf）ilio helenlLS Linnaeus

St．3；（2exs．，15．m，米沢）

St．5；（1ex．，17．日，米沢）

IT　シロチョウ科　Pieridae

3．モンキチョウ　CoJお（（h蕗畔ノ，〝虎e】錮陀r

St．10；（lex．，18．11I，永田）
St．12；（1ex．，18．m，米沢）

St．15；（1ex．，17．111，米沢）

llI　シジミチョウ科　Lycaenidae

4．ヤマトシジミ　触わZβeerα　詔αカα　Kollar

St．8；（4exs．，17．IIl，永田），（llexs．，17．III，米沢）
St．12；（3exs．，14．m，米沢）

Ⅳ　マダラチョウ科　Danaidae

5．カバマダラ　Anwia chrys伽　Linnaeus

St．1；（1♀，18．111，米沢）

St．2；（2♂♂1♀，15．m，永田）

食草のトウワタが集落とその周辺に見られたが，幼虫などは確認されなかった。
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6．アサギマダラJもrα7放たα　古海　Kollar

St．3；（1♂2♀♀，15．111，

St．5；（1♂，17．HI，米沢）

St．14；（1♂，15．111，永田）

Ⅴタテハチョウ科

7．ツマグロヒョウモンArgγれ犯S

St．11；（1♀，18．111，永田）

米沢），（1♂1♀，17．III，永田）

Nynphalidae

わ伽γbius Linnaeus

8．ルリタテハKaniskaca徹αLinnaeus

集落；（lex．，15．m，米沢）

St．3；（1ex．，14．11I，永田）

St．8；（lex．，17．11I，永田），（2exs．，17．日，米沢）

9．タテハモドキPrecisalnanaLinnaa】S

St．2；（1ex．，15．IIl，永田）

St．12；（lex．，18．Ill，永田）

St．15；（1ex．，18．m，米沢）

参考文献

川副昭人・若林守男（1985）原色日本蝶類図鑑．保育社．

福田晴夫・他（1984）原色日本蝶頬生態図鑑（Ⅳ）．保育社．

0おわりに

今回私が観察・採集した動物は，昆虫類56種，クモ形類4種，哺乳類2種，爬虫類2

種‥鳥類1種，両生類1種であり，植物はわずか30種程である。知識不足のため稚拙な

報告となったが，参考にしていただければ幸いである。

（ながたたけし）
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中　之　島　の　蝶

金井賢一

初めてのトカラ列島である。

交通手段，島での宿泊などの事情で足を運ふ機会が今までなかった私にとって，期待の

多い渡島であった。滞在した5日間のうち雨天の日は22日だけだったが，連日のように夕

立のような雨が降り苦労した。

3月中旬～下旬ということで，注目していたのはカラスアゲハが出現しているかという

ことであった。島の小中学校の先生によると，’90秋の台風により海沿いのハマセンダンな

どは海水を浴びてしまったのでは？ということだったが，19日と21日に数頭見ることがで

きた。

気が付いた事としてはアサギマダラとリュウキュウアサギマダラの存在であった。どち

らも楠木の集落内では多数見られた。川沿いの白い花には両種入り混じって飛び交ってい

た。だが一直線道路を越えて島の東側の林道・高元線にはいると，アサギマダラは道沿い

に多数飛んでいたもののリュウキュウアサギマダラを見ることはなかった。聞くところに

よると，学校の先生がリュウキュウアサギマダラの越冬地を見つけたとのことだったので，

合わせて面白いことである。

その他楠木集落内のトウワタでカバマダラの幼虫・輔を捜したが見つけられなかった。

最後になりましたが，中之島の人々には本当にお世話になり．ました。雨の中歩いている

ところを軽トラの荷台に乗せて頂き，また温泉では島の話などを色々と開けてとても役に

立ちました。心から御礼申し上げます。

＊地図中で点線以後の

北回り，南回りの道は

省略した。
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1．アオスジアゲハ　Gr功兢iww sa吻わn Linnaeus

中之島林道；（lex．目撃，21．m，金井）

2．モンキアゲハ　fbPilio helenw Linnaeus

楠木；（lex．目撃，21．m，米沢）
3．カラスアゲハ　fb♪ilio bianor Cramer

楠木；（lex．目撃，19．m，金井）
中之島林道；（1♀，19．11I，金井）（lex．，1♀，21．111，金井）

（数頭目撃，21．m，米沢）

4．キチョウ　Euren2（Terias）　7uzcabe Linnaeus

高元線；（1ex．，20．1II，金井）
中之島林道；（lex．，1g．Ill，金井）（2exs．，21．111，米沢）

5．アマミウラナミシジミ　〃αCαg血　短γ紗α　M（沿re

中之島林道；（1♀，19．11I，金井）（1ex．，21．m，金井）
（4♂♂1♀，21．11I，米沢）

6．ヤマトシジミ　P加tdozfzeerfα　微血　Kollar

楠木；（2exs．，19．Ilt，金井）

中之島林道；（2exs．，21．m，米沢）

7．カバマダラ　Anosia chrysiPPus Linnaeus

楠木；（1♂1♀，19．m∴　金井）

8．アサギマダラ　鋤rα虚血α．威ね：Kollar

楠木；（1♀，19J旧，金井）

高元線；（多数目撃，20．m，金井）

中之島林道；（1♂，19．III，金井）（2♂♂，21．III，米沢）

9．、リュウキュウアサギマダラIdeo如is　（Rbdena）　similis Linnaeus

楠木；（1♂1♀，19．1II，金井）（1ex．，20．日，米沢）

中之島林道；（3exs．，21．m，米沢）
10．ツマグロヒョウモン　Aw柁び　触r毎払S Linn誹乳応

池原；（1♂，20．IIl，米沢）
中之島林道；（1♀，21．lII，米沢）

11．ルリタテハ　Kaniska canLm Linnaeus

中之島林道；（多数目撃，21．m，金井・米沢）

12．ヒメアカタテハ　Cy7dhia ctlrdui Linnaeus

中之島林道；（2exs．，21．111，米沢）
13．アカタテハ　VaTZeSSa indica Herbst

楠木；（1ex．，19．m，金井）

参考文献

川副昭人・若林守男（1985）原色日本蝶類図鑑．保育社．

（かない　けんいち）

－10－



1991年高隈春合宿の報告

小崎ジュン・浜田しおり

1991年5月3日から5月6日まで鹿児島県垂水市，高隈山系猿ヶ城渓谷付近において生

物研究会の合宿を行ったので，その報告を以下に記す。

○メンバー

：泊信義・大平原一高・小野雅章・金井賢一・的場亮平・牛ノ前章・桐野敦子・

小崎ジュン・中村理樹・清田しおり・米沢俊彦・瀬戸口芳成・東幸希・藤田寛・

※また本会OB，溝口信彦氏・野添和久氏・中峯浩司氏・西村一郎氏・松原一正

氏の参加があった。

○日程、コース

5月3日（金）：部室集合論鴨池清適垂水港南猿ヶ城渓谷二番小屋着

5月4日（土）：個人活動

5月5日（日）：個人活動

5月6日（月）：午前，個人活動。猿ヶ城渓谷発論垂水沼「葱鴨池港南部室着

※コースの中で由はタクシー，葱はフェリー，を表す。

フェリー運行時間は，始発4：50から約45分おきに運行。最終22：00。

垂水津からの二番小屋までの所用時間は，車で約30分。

○天気

毎年，雨が心配される春合宿だが，最終日を除けば，今年は天候に恵まれ，部員全貝

が満足のいく活動ができたと思われる。ただ，降灰がひどく，歩く度に木々に積もった

灰が舞い苦労した。また，朝晩，非常に冷え込んだ。

5／3本5／4♯5／5本5／6十

〇感想

5月の連休中に行われる春合宿は，入部して間もない1年生との親交を深めることを

目的とするとともに，1年生は上級生と活動を共にすることで，今後の活動の指針を考

えるよい機会となる。今年は，大学から最も身近なフィールドといえる，高隈で行われ

たため上級生は1年生をリードしやすかったように思われる。

（こざきじゅしん・はまだしおり）
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蝶の採集記録

東幸希

南限合宿は私にとって初めての合宿たったため，緊張と不安と楽しみがいり混じったも

のだった。しかし，実際に行ってみると，あっというまの3日間だったような気がする．

当時の私は蝶のことをろくに知らなかった。猿ヶ城渓谷で私が最初に覚えた蝶はジャコ

ウアゲハだった。他にトラフシジミやコミスジなどだった。その中でも特にカラスアゲハ

に心魅かわたものだった。
猿ヶ城渓谷で見た蝶で特に記憶に残った種を書いておく。

・ジャコウアゲハ山道を歩くとかなり多く見られ，ヤマツツジの花でよく吸察してい

た。

・サツマシジミマルハウツギの花に飛来していた。

・モンシロチョウマルハウツギの花に飛来していた。

以下にリストを記す。採集場所はすべて猿ヶ城である

週　目　LEPIDOPTERA

チまり亜目

Iアゲハチョウ科Papilionidae

l．ジャコウアゲハ〟rq如乃eぴγddね乃0払SKIug

合宿期間中，連日多数目撃した．

2．アオスジアゲハGrabhiun2mrfdonLinnaelぷ

（lex．，4．Ⅴ，金井）

3．モンキアゲハjbPiliohelenusLinnaeus

（lex．，5．Ⅴ，金井）

4．カラスアゲハfbPiliobianorCramer

（1ex．，4．Ⅴ，米沢）

Ilシロチョウ科Pieridae

5．キチョウEure2m（Tbrias）hecabeLinnaeus

（1ex．目撃，3．Ⅴ，洞野）

6．モンシロチョウPieris（Artogeia）ra如eLinnaeus

（lex．目撃，3．Ⅴ，桐野）

mシジミチョウ科Lycaenidae

7．ムラサキシジミ〃αれ感触rαわ如たα敗∬r町

（1ex．，4．Ⅴ，米沢）

8．キリシマミドリシジミChrjLSOZ伽ataxwtわubleday＆HewitEnn

（幼虫1ex．目撃，5．Ⅴ，網野）

9．トラフシジミ抽Iawa由Bremer

（2exs．，3．Ⅴ，米沢）（1♀，4．Y，桐野）（9exs．，4．Ⅴ，米沢）

（1♂，5．Ⅴ，網野）（lex．，5．Ⅴ，金井）（3exs．，′5．Ⅴ，米沢）
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10．コツバメ　CallQPhrys fbrrea Butler

（lex．，4．Ⅴ，金井）（1♂，5．Y，桐野）

11．．サツマシジミ　α地かf乃α　dJ如r扉朗　M〔∞re

（1ex．，3．Ⅴ，桐野）（lex．，3．Y，米沢）（3exs．，4．Ⅴ，米沢）

（lex．，5．Ⅴ，金井）

12．ルリシジミ　αlastri7班　argioIw Linnaeus

（4exs．，3．Ⅴ，米沢）（4exs．，4．Y，金井）（2exs．，4．Ⅴ，米沢）

（1ex．，5．Y，金井）（1ex．，5．Ⅴ，米沢）

13．スギタニルリシジミ　（立地由布α　S明地抑汀　h如皿mura

（1♂，3．Ⅴ，桐野）

Ⅳ　タテハチilウ科　Nymphalidae

l4．コミスジ　肋庫ね．鋤帥短　Pallas

（1ex．，4．Ⅴ，金井）

15．ゴマダラチョウ　Hestina j4fvnica C．＆R．Felder

（lex．，4．Ⅴ，金井）

V　ジャノメチョウ科　Satyridae

l6．クロヒカゲモドキ　Lethe　耽Zrginalis Mbtschul如

（1ex．，3．Ⅴ，金井）

Ⅵ　セセリチョウ科　Hesperiidae

17．クロセセリ　Notaryfb cuγuifascia C．＆R．Felder

（1ex‥4．Ⅴ，金井）

以上，5月3日～5日までの3日間の高隈山系における採集と目撃記録である。

学名及び種の配列は，「原色日本蝶類図鑑」によった．

参考文献

川副昭人・若林守男（1985）原色日本蝶類図鑑．保育社．

（ひがし　ゆき）
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トンボの採集記録

牛ノ済　孝

高隈山系猿ヶ城渓谷において以下のトンボを採集したので報告する。

ト　　ン　ボ　目　ODONATA
均廻亜目　ZYGOPTERA

カワトンボ科　Calopterygidae

l．ミヤマカワトンボ　仇J伽　のr7肥J由　良lys

猿ヶ城；（1♂1♂，4．Y，牛ノ浜）（1♀，4．Ⅴ，米沢）

2．カワトンボ　〟乃αfS　虎r紬　良！lys

不均麹亜目　AMSOPTERA

ムカシャンマ科　Petaluridae

3．ムカシャンマ　m乃ガ由り傍　れ膠　良∋lys

猿ヶ城；（1♀，4．Ⅴ，米沢）

参考文献

石田昇三（1969）原色日本昆虫生態図鑑Ilトンボ編．保育社．

（うしのはま　たかし）
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1991年奄美大島夏合宿の報告

中村理樹

1991年7月11日から7月23日まで奄美大島において生物研究会合宿を行ったので，その

報告を以下に記す。

○メンバー

11～23日：小野雅章．金井賢一．牛ノ浜孝．桐野敦子．中村理樹．米沢俊彦．

大迫正規．坂口志保．東幸希．藤田寛．

11～17日：瀬戸口芳成．光永佳奈枝．

15～23日：泊信義．吉谷弘子．小崎ジュン．浜田しおり．溝口信彦．

※1溝口氏は本会のOBである。

※2米沢は合宿後も魚類の調査のために8月下旬まで残った。

○日程，コース

7月11日（木）：部室集合（16：00）南鹿児島新港（17：00）葱［フェリーあけぼの］

12日（金）：名瀬港（5：00）鰯新村（8：00）

且新村を拠点にして採集・観察をおこなう

22日（月）：新村（18：00）弱名瀬港（21：00）葱［クイーンコーラル］

23日（火）：鹿児島新港（9：00）由部室到着（10：00）

※コースの中で由はタクシー，葱はフェリー，鰯はバスを表す。

○天気

奄美ではこの時期毎自夕方もしくは朝方にスコール状の雨が降っていたが，終日それ

に悩まされたことはなかった。

筆者も湯湾岳に小野先輩，藤田と登ったとき，途中で雷まじりの大雨にでくわし傘を

持っていたにもかかわらず，みんながずぶぬれとなった。疲れ果てて登って，湯湾岳の

広場で寒がりながら服を乾かし根性も吹っ飛んでしまった。ちゃんとした雨具は絶対必

要だ。

○感想

自分は，奄美では辛ノコの採集を行っていた。確かに新村はバスが集まるところであ

り，奄美南部の各方面へバスで移動できる利点があり良い場所ではある。だが，バスを

降りた後，目的のフィールドまでアスファルトもしくは砂利道を歩いていかなくてはい

けなかったのがとても苦痛であった。また現在最も人気のある場所であろう中央林道が，

遠くて行けなかったのも残念であった。やはり奄美には個人の乗り物を持っていくか向

こうで借りるかしなければ、活動が難しいと感じた。

最後になりましたが、新村においてお世話になった新村区長である川内義治さんと公

民館周辺の方々に紙面を借りてお礼申し上げます。

（なかむらとしき）
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奄美地方

奄美大島南部
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チョウの採集記録

桐野敦子

1991年7月11日～23日までの奄美大島南部における合宿の期間中，筆者らはチョウ類の

採集を行った。以下報告する。

採集地は奄美大島南部の集落，山地が中心である。リスト中には14ヶ所を示し，その位

置については別記の地図を参照されたい。

阿木名，市，勝浦，嘉徳，篠川，田検，戸玉，山間，湯湾の9地点は背後に山地が迫り

眼前の湾に開けた集落である。それに対して，西仲間，役勝はともに海に直接面しない集

落で，特に役勝は山間部にある。中央林道，油井岳，湯湾岳の3地点では改修中，あるい

は未舗装の林道と山頂で採集を行った。沿道は明るい二次林であるが，中央林道の一部と

展望台から湯湾岳山頂部はスダジィ，イスノキを中心とする照葉樹の原生林である。
このように，人家周辺や荒れ地，海浜周辺，樹相の異なる林線と林内，山頂部におよぶ

広範囲で採集を行い7月中旬から下旬の当地におけるかたよりのないチョウ相の把握に努

めた。

さて，この合宿を通して成虫の吸蜜源について特に気の付いたことを挙げてみたい。人

家周辺では，ハイビスカス（桃色，紅色，白色，黄色），ノウゼンカズラ（橙色），ヒギ

リ（紅色），ランタナ（橙紅色～黄色），センニチコウ（紅色），マリーゴールド（橙黄

色），トウワタ（橙色）等の陽地を好む栽培花が吸蜜植物となっていた。荒れ地，路傍で

はヤプガラシ，アワユキセンダングサ類（舌状花白色，筒状花黄色），オオアレチノギク

（舌状花は白色だが目立たない。），ウスベここガナ（舌状花桃紫色），野生化したラン

タナなどでチョウの訪花を観察している。日当りのよい山地の林道ではアカメガシワ（雄

花），アカミズキ（白色），シマサルスベリ（白色）等の吸蜜源のほか，樹液や腐果から

の吸汁，砂利道にできた水たまりでの吸水。川沿いではランタナ，シマサルスベリ（役勝

川中流域），ソクズ（白色，勝浦川河口），シマサルナシ（白色）での吸蜜が見られた。海浜周辺ではアカメガシワ，キク科ハマグルマ属の1種（舌状花黄色）等。これらをもと

に吸蜜，吸汁源の種類と利用したチョウを表にしてまとめてみた。なお，植物の同定には

「フィールド版日本の野生植物」（1985．平凡社），「日本の野生植物木本I，II」（19

89．平凡社），改訂「鹿児島県植物目録」（1986．初島住彦．鹿児島植物同好会），「沖

縄教材植物図鑑」（1982．仲真艮英．沖縄時事出版）を用いた。

チョウ（成虫）の種類　（㊥は好んで集まる種。）

桃色

l

紅色

クズ

草本クマツヅラ

科の一種

ウスベここガナ

センニチコウ

ハイビスカス

◎ウラナミシジミ，◎オジロシジミ

モンキチョウ，スジグロかくマダラ，タテハモF手，チャバネセセリ

ヤマトシジミ，シルビアシジミ，◎か吋ダラ，◎チャバネセセリ

◎モンキアゲハ，◎タロアゲハ，◎ナガサキアゲハ，ウスキシロチョウ，ツマペこチョウ

モンキアゲハ，ナガサキアゲハ，ツマベこチョウ
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草

本

木

本

の

花

の

吸

蜜

橙

ヒギ リ ツマグロヒョウモン

・サル ビア

トウワタ

イチモンジセセリ

か†マダう，スジ伽か†マダラ

色

l
l

黄

色

l

白

色

ノウゼ ンカズラ ◎モンキアゲハ，◎タロアゲハ，◎ナガサキアゲハ，ツマベニチぎウ

ランタナ

マ リーゴール ド

ハマグルマ属の

一種
カ タバ ミ

ア ワユキセ ンダ

ングサ類

アカ ミズキ

◎ジャコウアゲハ，アオスジアゲハ，モンヰナゲハ，けヨウ，◎7才バセセリ，チャバネセセリ，クロセセリ

かてマダう，◎ツマグロヒョウモン，◎チャバネセセリ

タイワン如ポシシジミ

ヤマトシジミ

キチョウ，モンシロチョウ，リュウキュウアサギマダラ，チャバネセセリ

ナミエシロチョウ，リュウキュウアサギマダラ，ルウキュウミスリ，◎ルガケチ，ウ，◎アか1セセリ

ソクズ ◎アオスジアゲハ

シマサルスベ リ アオスジアゲハ，リュウキュウミスジ

アオスジアゲハ，ヤプガラシ

テ リハ ノブ ドウ アオスジアゲハ，ナミエシロチョウ，リュウキュウアサギマダラ

オオアレチ ・

ノギ ク

アカメガシワ

ナミエシロチヲウ，◎ウラナミシジミ

タイワンクロボシシジミ

吸

汁

吸

水

樹 ミカン科栽培種 ◎ルけテハ

液 木本一種 （スダ

ジイか ？）

◎ルけテハ，スミナガシ，◎アカポシゴマダラ

◎ルリタテハ腐

果

バナナ トラ ップ

による

水た まり，河原 ◎アオスジアゲハ，ムラサヰシジミ，◎ルガケチョウ

以上は，個人のメモと後日の記憶に基づいて列挙したものであり，全てを網羅すること

はできなかったが，不確実なデータは省くように努めた。吸蜜，吸汁及び吸水源の種類と

わに集まるチョウの種類の関係には興味深いものがある。（花の色，花の構造と集まるチ

ョウの種類，性差があるか，近似種間の棲みわけと吸蜜源の利用の関係等。）これらのこ

とは今後の活動における資料を蓄積して考察してみたいと思っている。
、以下，今合宿のリストを記す。

尚，合宿後ナガサキアゲハ（有尾型）の採卵を依頼した本会OB守山泰司氏に心からお

礼申し上げます。
－18－



鱗　週　目　LEPIDOPTERA

チョウ亜目

Iアゲハチョウ科Papilionidae

l．ジャコウアゲハ此roが協乃eぴγαdci花油SKlug

勝浦；（lex．，13．Ⅶ，大迫）

役勝；（lex．，16．Ⅶ，金井）（1♂1♀，16．Ⅶ，桐野）

川沿いの林緑付近に多い。

2．アオスジアゲハGraf，hiumsar如donLinnaeus

役勝；（lex．，12．Ⅶ，大迫）（1♂，12．Ⅶ，金井）（1♂，12．Ⅶ，桐野）

（1ex．，12．Ⅶ，東）

役勝川，阿木名川の河原では多くの吸水を見かけた。

3．アゲハPαかJわズ戚加LinmleuS

役勝；（1ex．，12．Ⅶ，大迫）（1♂，12．Ⅶ，金井）（1♂1♀，12．Ⅶ，桐野）

（1♂，12．Ⅶ，東）

4．シロオビアゲハfbPilio如IytesLinnaeus

勝浦；（1♂，13．Ⅶ，金井）

西仲間；（目撃lex．，14．Ⅶ，桐野）

上記の採集，目撃のみ。

5．モンキアゲハPa♪iliohelenzLSLinnaeus

阿木名；（1♀，13．Ⅶ，桐野）

役勝；（1ex．，12．Ⅶ，金井）（1ex．，13．Ⅶ，金井）（1♂，14．Ⅶ，東）

（1ex‥16．Ⅶ，金井）

山間；（1ex．，15．Ⅶ，大迫）

油井岳；（1♂，17．Ⅶ，桐野）

著しく小型の個体もあった。

6．クロアゲハAゆilioProtenOrCra皿er

阿木名；（1♂，13．Ⅶ，東）

役勝；（1♂，12．Ⅶ，桐野）（1♂，13．Ⅶ，金井）（1♀，14．Ⅶ，東）

山間；（1ex．，15．Ⅶ，大迫）

尾状突起の非常に短い個体もあったが，その長さにはばらつきが見られる。

7．ナガサキアゲハ1bPiliomnonLinnaeus

嘉徳；（2♀♀，20．Ⅶ，米沢）

役勝；（1♀，12．Ⅶ，大迫）（1♂1♀，12．Ⅶ，金井）（1♂1♀，12．Ⅶ，網野）

（．1♀，12．Ⅶ，東）（1♀，22．Ⅶ，東）

山間；（目撃1♀，4．Ⅶ，米沢）

義徳と山間のそれぞれ1°♀は有尾型であった。うち，義徳の個体の産卵を守山泰

司氏に依頼したが，醇化にはいたらなかった。
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8．カラスアゲハ1bPiliobia乃OrCramer

西仲間；（1♂，14．Ⅶ，桐野）

役勝；（lex．，12．Ⅶ，大迫）（2exs．，13．Ⅶ，金井）

山間；（1♂，15．Ⅶ，桐野）（1♂1♀，15．Ⅶ，東）

油井岳；（1♂，17．Ⅶ・，東）

IIシロチョウ科Pieridae

9．モンキチョウCoJ由ぶ（（hJfαS）erぬ馳陀r

阿木名；（1♂，13．Ⅶ，桐野）

上記の採集のみ。

10．ウスキシロチョウCabbsilia如乃αFabricius

ギンモン型阿木名；（1♀，13．Ⅶ，東）

勝浦；（lex．，13．Ⅶ，金井）

山間；（lex．，15．Ⅶ，金井）（1♂，15．Ⅶ，桐野）

ムモン型役勝；（lex．，15．Ⅶ，金井）

11．キチ5LウEure2W（Terias）7uzcabeLinnaeus

阿木名；（lex．，13．Ⅶ，大迫）（1♀，13．Ⅶ，桶野）

篠川上（lex．，18．Ⅶ，金井）

役勝；（1♀，12．Ⅶ，金井）（1♂1♀，12．Ⅶ，桐野）（1♀，16．Ⅶ，桐野）

12．ナミエシロチョウ却如お（C（血）伽）如扉加肋mer

市；（2♂♂，20．Ⅶ，桐野）

勝浦；（1♂，13．Ⅶ，東）

西仲間；（1♂，15．Ⅶ，米沢）

役勝；（1ex．，12．Ⅶ，金井）（1♀，17．Ⅶ，米沢）

山間；（1♂1♀，15．Ⅶ，金井）（1♂，15．Ⅶ，桐野）

油井岳；（lex‥17．Ⅶ，金井）

湯湾岳；（1♀，1g．Ⅶ，網野）

13．モンシロチョウPieris（Arbgeia）rabaeLinnaeus

役勝；（1♀，12．Ⅷ，金井）（1♀，12．Ⅶ，洞野）（1♂，12．Ⅶ，東）

（lex．，22．Ⅶ，大迫）

14．ツマベニチョウHebomotaglaucゆ如LinrneuS

阿木名；（lex．，13．Ⅶ，大迫）（1♀，13．Ⅶ，桐野）

勝浦；（lex．，19．Ⅶ，金井）

西仲間；（1♂，22．Ⅷ，東）

役勝；（lex．，12．Ⅶ，大迫）（1♂1♀，12．Ⅶ，金井）（1♂，12．Ⅶ，桐野）

（1♂1♀，12．Ⅶ，東）

山間；（1♂1♀，15．Ⅶ，桐野）
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mシジミチョウ科Lycaenidae

l5．ムラサキシジミ〃α肋γαカ如mbZ：仙∬ray

戸玉；（2exs．，16．Ⅶ，米沢）

西仲間；（1♀，14．Ⅶ，桐野）（lex．，15．Ⅶ，米沢）

油井岳；（lex．，17．Ⅶ，金井）（1♂1♀，17．Ⅶ，洞野）（1♂，17．Ⅶ，東）

（1ex．，21．Ⅶ，大迫）

16．イワカワシジミArti如eryxLinnaeus

勝浦；（前場，蛸2exs．，13．Ⅶ，桐野）（蛸3exs．，幼虫2exs．，19．Ⅶ，金井）

西仲間；（蛸1ex．，14．Ⅶ，桐野）

成虫は目撃できなかった。

17．ウラナミシジミLamPidesk昭とiczLSLinnaqlS

阿木名；（1♂，13．Ⅶ，桐野）（1♂，18．Ⅶ，米沢）

役勝；（lex．，16．Ⅶ，金井）

山間；（2♂♂，15．Ⅶ，桐野）

山間ではインゲンとササゲを栽培している畑でオジロシジミと混飛していた。

18．オジロシジミEuchrysoPSCnejwFabricius

田検；（1ex．，16．Ⅶ，金井）（2♂♂1♀，16．Ⅶ，桐野）

西仲間；（1♀，13．Ⅶ，米沢）（lex．，14．Ⅶ，金井）

山間；（1♀，15．Ⅶ，洞野）

19．アマミウラナミシジミ〃αC仇7血触れ2囲M（沿re

役勝；（1ex．，12．Ⅶ，大迫）（1♂1♀1ex．，12．Ⅶ，金井）

（3♂♂2♀♀，12．Ⅶ，洞野）（4♀♀，13．Ⅶ，米沢）

山間；（2♀♀，15．Ⅶ，桐野）（1♀，15．Ⅶ，東）

油井岳；（2♂♂，17．Ⅶ，桐野）

湯湾岳；（1♀，19．Ⅶ，桐野）

油井岳林道上では午後1時頃，多くの雄が占有行動をとっていた。

20．ヤマトシジミ地肌わzfZgerfα血Kollar

阿木名；（1ex．，13．Ⅶ，大迫）（2♀♀，13．Ⅶ，桐野）（1♀，13．Ⅶ，東）

篠川；（1♂1♀，18．Ⅶ，金井）

西仲間；（1♂，13．Ⅶ，米沢）（1ex．，14．Ⅶ，金井）

役勝；（2exs．，12．Ⅶ，金井）（1♀，12．Ⅶ，桐野）

21．シルビアシジミZizimotisFabricius

阿木名；（3♂♂，13．Ⅶ，桐野）（1♂，13．Ⅶ，東）

勝浦；（1♂，13．Ⅶ，桐野）

役勝；（1♂，13．Ⅶ，洞野）

山間；（1♀，15．Ⅶ，東）

油井岳；（1♀，18．Ⅶ，米沢）

22．タイワンクロボシシジミMegi血詔αlの旭Horsfield

阿木名；（1♂1♀，13．Ⅶ，メト桐野）

山間～戸玉；（1♂，16．Ⅶ，米沢）

油井岳；（1♂，17．Ⅶ，桐野）
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23．ヤクシマルリシジミAcyblePisPzLSPfbrsfield

阿木名；（1♀，13．Ⅶ，桐野）

役勝；（2exs．，13．Ⅶ，金井）

油井岳；（lex．，17．Ⅶ，金井）（1♂，17．Ⅶ，桐野）（1♂，18．Ⅶ，米沢）

湯湾岳；（1♂，19．Ⅶ，桶野）

阿木名ではイスノキの生け垣で産卵行動を観察。その後，卵を捜すが確認でき

なかった．

Ⅳテングチslウ科Lybytheidae

24．テングチョウムf蜘α経由FlX雲Sly

役勝；（1♀，12．Ⅶ，金井）（2♂♂，12．Ⅶ，網野）

役勝では多く見かけた。

Vマタラチョウ科Danaidae

25．カバマダラAnchSiachrys伽Linnaeus

阿木名；（1♀，13．Ⅶ，大迫）（3♂♂，13．Ⅶ，網野）

（2♂♂1♀，18．Ⅶ，米沢）

勝浦；（1♂1♀，13．Ⅶ，金井）（1♂，13．Ⅶ，桐野）（1♂，13．Ⅶ，東）

篠川；（1ex．，18．Ⅶ，金井）

田検；（lex．，16．Ⅶ，金井）

戸玉；（6♂♂1♀，16．Ⅶ，米沢）

山間；（1♀，15．Ⅶ，桐野）

勝浦ではトウワタで卵と終齢幼虫を観察。

26．LスジグロカバマダラSalatura（Anosia）genutiaCramer

阿木名；（1♂，13．Ⅶ，桐野）（1♀，18．Ⅶ，米沢）

市；（1♀，20．Ⅶ，東）

篠川上（1ex．，18．Ⅶ，金井）

山間；（1♂，15．Ⅶ，大迫）

湯湾岳；（1♂，19．Ⅶ，桶野）

27．アサギマダラ飽rα1魔物S肋Kollar

湯湾岳；（1♂1♀，19．Ⅶ，桐野）

頂上部に近い林間を緩やかに飛翔。

28．リュウキュウアサギマダラI（ねobsis（Rkzdbna）si珊iZisLinnaeus

阿木名；（1♂，13．Ⅶ，東）

篠川；（1ex．，18．Ⅶ，金井）

田検；（1♀，16．Ⅶ，桐野）

中央林道；（lex‥21．Ⅶ，米沢）

西仲間；（fex‥13．Ⅶ；米沢）

油井岳；（1ex‥17．Ⅶ，大迫）（I♂，17．Ⅶ，網野）

湯湾岳；（3exs‥19rⅦ，桐野）
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ⅥタテハチEtウ科Nymphalidae

29．ツマグロヒョウモンArgyrezLShyPeγbizLSLinnaeus

阿木名；（lex．，13．Ⅶ，大迫）（lex．，21．Ⅶ，大迫）

西仲間；（1♀，14．Ⅶ，桐野）

役勝；（1♂1♀，12．Ⅶ，金井）（1♂，12．Ⅶ，桐野）

山間；（1♂，13．Ⅶ，東）（1ex．，15．Ⅶ，大迫）

30．リュウキュウミスジNe〆ishylasLinnaeus

勝浦；（lex．，21．Ⅶ，大迫）

西仲間；（1ex．，14．Ⅶ，金井）（1♂，14．Ⅶ，桐野）

油井岳；（1ex．，21．Ⅶ，大迫）

31．ルリタテハKanibkacanaceLinnaeus

役勝；（2♀♀，12．Ⅶ，桐野）（1ex．，13．Ⅶ，東）

油井岳；（1♀，17．Ⅶ，桐野）

役勝のミカン畑にはかなり多かった。

32．タテハモドキPrecisalwzarzaLinnaeus

西仲間；（1♂，14．Ⅶ，桐野）（1ex．，14．Ⅶ，金井）

役勝；（lex．，12．Ⅶ，大迫）

油井岳；（2exs．，17．Ⅶ，大迫）（1♂，17．Ⅶ，桐野）

33．リュウキュウムラサキHyfDliqnasbolinaLinnaeus

田検；（1♀，16．Ⅶ，東）

山間；（1♂1♀，14．Ⅶ，米沢）

山間での1♂はパラオ型に近い。また，1♀は赤斑が入る。

34．イシガケチョウCγ柁或ig的如改）i痢uval

役勝；（1♀，12．Ⅶ，東）

油井岳；（2♂♂，1㌔・Ⅶ，桐野）

35．スミナガシαdわγγαgね乃¢Sz初∝カ払S紋）i感uval

油井岳；（2♂♂1♀，20．Ⅶ，米沢）（1♂，21．Ⅶ，東）

当地での採集のみ。

36．アカボシゴマダラDkstinaassi7WilisLinnaeus

油井岳；（1♂，17．Ⅶ，大迫）（1♂，17．Ⅶ，金井）（1♂，17．Ⅶ，東）

（1♂1♀，18．Ⅶ，桐野）（4♂♂，18．Ⅶ，米沢）（1♀，20．Ⅶ，米沢）

（1♂，21．Ⅶ，東）

Ⅶジャノメチョウ科Satyridae

37．リュウキュウヒメジャノメMycalesismadjicosaButler

西仲間；（1ex．，14．Ⅶ，桐野）

役勝；（1ex．，12．Ⅶ，金井）（lex．，13．Ⅶ，金井）

38．クロコノマチョウMelanitis伽imCramer

役勝；（1♀，15．Ⅶ，桐野）

ウスイロコノマを採集できなかった。どうしたのだろう。
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Ⅷセセリチョウ科Hesperiidae

39．アオバセセリChoasfwbenjaZWiniiGuerin～胞eville

役勝；（lex．，12．Ⅶ，金井）（1♂，16．Ⅶ，桐野）

油井岳；（1ex．，17．Ⅶ，大迫）（1♂，17．Ⅶ，桐野）（1♀，17．Ⅶ，東）

鹿児島県本土に比べ個体数の多きに驚く。午後1時頃，油井岳の薄暗い林道上

では下草の葉裏に静止。アカミズ寺に強い訪花性を示す。

40．チャバネセセリ1セLoPidas7hZthiasFabricius

l阿木名；（2♂♂，13．Ⅶ，桐野）（1♂1♀，14．Ⅶ，桐野）（1ex．，17．Ⅶ，金井）

市；（lex．，20．Ⅶ，金掛）

篠川；（1ex．，18．Ⅶ，金井）

田検；（3exs．，16．Ⅶ，金井）

役勝；（lex．，14．Ⅶ，金井）

山間；（lex．，15．Ⅶ，大迫）（1ex．，15．Ⅶ，金井）

41．クロセセリNoなにryPtacuruifbsK：iaC．＆R．Felder

役勝；（1♀，15．Ⅶ，金井）

油井岳；（1♂，17．．、Ⅶ，桐野）

薄暗い山地でも見られた。

42．オオシロモンセセリU蜘fbl弘SCramer

阿木名；（1ex．，17．Ⅶ，金井）（1♂，幼虫3exs．，17．Ⅶ，桐野）

（1♂，18．Ⅶ，桐野）（1♂，18．Ⅶ，米沢）

篠川；（1ex．，18．Ⅶ，金井）

山間；（1♂，15．Ⅶ，金井）（幼虫1ex．，15．Ⅶ，桐野）

幼虫は葉を巻いた巣中に静止している。成虫は食草をあまり離れず，午後4時以

降活動が活発になる。食草のゲットウは民家に栽培されていることが多く，本種も

集落内でも観察された。

以上，7月12日～7月21日までの奄美大島における採集，目撃記録である。ただし，リス

ト中の地名のうち，地図上の上役勝（新村）と下役勝は合わせて役勝と表記している。

学名及び種の配列は全て「原色日本蝶類図鑑」（保育社）によったが，37．リュウキュウ

ヒメジャノメの種名，学名については独立種として記載のある

（Ⅳ）」（保育社）に従った。

参考文献

川副昭人・若林守男（1985）原色日本蝶類図鑑．保育社．

福田晴夫・他（1984）原色日本蝶類図鑑（Ⅳ）．保育社．
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甲虫の採集記録

小野雅章・藤田寛

今回，甲虫屋は果実トラップ・灯火採集を中心に，主に奄美大島南部で採集を行った。

朝はバナナを焼酎につけた果実トラップを見まわり，畳は宿舎を出発して山を登り，夜は

灯火採集を行った。果実トラップは八津野林道・新村の周辺・油井岳で行った。これでは

スジプトヒラタクワガタやアマミヒラタクワガタが主に見られ，アマミネプトクワガタや

リュウキュウノコギリクワガタも少数ながら見られた。灯火採集は，油井岳・湯湾岳・八

津野林道・新村にて行ったが，天候が崩れたためまともな採集ができた日は少なかった。
また，樹液の出ている木を見まわったが，そこではスジプトヒラタクワガタやアマミヒラ

タクワガタが見られた。中央林道や油井岳では，OBの溝口氏にピーティングを教えてい

ただき，カミキリ等を採集した。朽ち木崩しもやるつもりだったが，ハブが恐かったため

にほとんど行わなかった。

この合宿では，時期的に昆虫の数がすくなかったのか，思うように採集ができなかった。

最後に，お世話になった地元の方々に紙面を借りてお礼申し上げたい。

〔藤田〕

鞘週目COLEOPTERA

Iハンミョウ科Cicindelidae

l．アマミハンミョウCicinddafeγγieiFleutiaux

湯湾岳；（3exs．，15．Ⅶ，小野）

IIオサムシ科Carabidae

2．オオアオモリヒラタゴミムシ（hJ秘加短乃α加．＋Hope

湯湾岳；（4exs．，14．Ⅶ，小野）

3．コアトワアオゴミムシChZaenizLShamifbrChaudoir

港湾岳；（lex．，14．Ⅶ，小野）

上記2種は灯火に飛来したものを採集した。

mクワガタムシ科Lucanidae

4．リュウキュウノコギリクワガタProsQtmihLgdisLSi3Wilisdissi2Wilis（Boileau）

新村；（1♂，13．Ⅶ，小野）（1♀，15．Ⅶ，小野）

油井岳；（1♂1♀，18．Ⅶ，米沢）

湯湾岳；（1♂2♀♀，14．Ⅶ，小野）（1♂1♀，14．Ⅶ，藤田）

5．アマミヒラタクワガタLbrcw♪latmelwelega7ぴ（Boileau）

神屋；（1♂，18．Ⅶ，溝口）（1♂，20．Ⅶ，小野）

（1♂1♀，20．Ⅶ，藤田）（1♂，21．Ⅶ，小野）

八津野林道；（1♂，16．Ⅶ，小野）（1♀，19．Ⅶ，小野）

油井岳；（1♂，21．Ⅶ，小野）
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6．スジプトヒラタクワガタヱわⅧ徽姑∝血Kihb

神屋；（1♂，20．Ⅶ，藤田）

新村；（3♀♀，19．Ⅶ小野）

八津野林道；（1♀，14．Ⅶ，小野）

油井岳；（1♂，21．’Ⅶ，′ト野）

7．アマミネプトクワガタAegwlaeuitollistaurul比SDidier

新村；（1♀，16．Ⅶ，小野）（1♀，19．Ⅶ，中村）

Ⅳコガネムシ科Scarabaeidae

8．フチトリアツバコガネPhaecdlれフZLSenZrgindtzLgCastelnau

八津野林道；（lex．，17．Ⅶ，小野）

9．マルエンマコガネ0癒1妙がおg鱈び血払SHaruld

見里；（6exs．，18．Ⅶ，小野）

牛糞から得られた。

湯湾岳；（lex．，14．Ⅶ，藤田）

灯火に飛来したものを採集した。

10．セスジカクマグソコガネ拗rwazumiNakane

湯湾岳；（2exs．，14．Ⅶ，小野）

11．コセスジカクマグソコガネ鋤如γαgd乃α材ねmS地kane

湯湾岳；（lex．，14．Ⅶ，小野）

上記2種は共に灯火に飛来したものを採集した。

12．オヰナワシロスジコガネ属bJγ1兢〆Jα血Jl尭fBrenske

新村；（1♂，20．Ⅶ，小野）

13．アマミヒメクロコガネ助的γ0如細此ねf（Nomura）

湯湾岳；（4exs．，14．Ⅶ，小野）（lex．，14．Ⅶ，藤田）

14．フタスジカンショコガネ伽gp乃fα抽r加dおkwis

湯湾岳；（1ex．，14．Ⅶ，藤田）

15．アマミビロウドコガネ〟α戯ねγαα珊α研α乃αNomura

湯湾岳；（2exs．，14．Ⅶ，小野）（lex‥・14．Ⅶ，藤田）

16．オオシマドゥガネ月乃0功αJαCカJoれ疲r彷αArrow

湯湾岳；・（1ex‥14．Ⅶ，小野）（2exs．，14．Ⅶ，藤田）

17．アマミムシスジコガネA乃α耽ZJαα地Jαα瑠α彷ね加Nomura

八津野林道；（1ex．，17．Ⅶ，小野）

18．サンカクスジコガネA加）mJαとr由乃gびわrねかね癖αrfg良：量血l飴ldt

‘湯湾岳；（3exs．，14．Ⅶ，小野）

19．リュウキュウオオバナムグリPr0旭ねJ彿SfJ朗に短Y．brosawa

油井岳；（lex．，16．Ⅶ，小野）（2exs‥18．Ⅶ，小野）

20．リュウキュウツヤハナムグリProtaetia♪rJ昭rioschizmna（Nonfried）

阿木名；（lex．，21．Ⅶ，中村）

油井岳；（2exs．，17．Ⅶ，金井）（lex．，18．Ⅶ，小野）

上記2種は樹液または果実トラップにて採集した。
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21．コカブトムシEophileunLSChiTZeWisirregularisPrelli

新村；（1♂，12．Ⅶ，小野）

八津野林道；（1♂1♀，12．Ⅶ，小野）（1♀，17．Ⅶ，小野）

油井岳；（1♂1♀，21．Ⅶ，小野）

Ⅴタマムシ科Buprestidae

22．アヤムネスジタマムシ　助r蜘 le＆ii E．Saunders

阿木名；（lex．，21．Ⅶ，中村）

油井岳；（lex．，20．Ⅶ，米沢）
Ⅵ　コメッキムシ科　Elateridae

23．シロモンサビキコリ　佃伽　　mおJJαγね　（（hnd由巴）

八津野林道；（lex．，17．Ⅶ，藤田）

24．オオフタモンウバタマコメッキ　血rcCαねfs Jαγ班虎払S　　伽蝕

湯湾岳；（lex．，14．Ⅶ，藤田）

上記2種は灯火に飛来したものを採集した。

25．オオナガコメッキgJdおγぶfdb柑f（hnd由紀

油井岳；（lex‥17．Ⅶ，金井）

果実トラップにて採集した。

湯湾岳；（2exs‥14．Ⅶ，小野）（2exs．，14．Ⅶ，藤田）

灯火に飛来したものを採集した。

Ⅶケシキスイムシ科Nitidulidae

26．オオメアカヒラタケシキスイrrf潤の勒好物閤Ug敗lrrZⅣ

油井岳；（lex．，18．Ⅶ，小野）

27．アカマダラケシキスイI瓜如由d〆び♪血（h肋Cl£ay）

神屋；（lex．，21．Ⅶ，藤田）

油井岳；（1ex．，18．Ⅶ，米沢）

28．ナミモンコケシキスイCryibrchastrigab2（Fabricius）

油井岳；（3exs．，18．Ⅶ，小野）

29．ヨツポシケシキスイエf如わrカ如血（Mo鹿hul的）

神屋；（2♂♂1♀，21．Ⅶ，小野）（1♂，21．Ⅶ，藤田）

八津野林道；（1♂，19．Ⅶ，小野）

油井岳；（2♂♂1♀，21．Ⅶ，小野）

上記4種は，全て樹液または果実トラップにて採集した。
Ⅶテントウムシ科Coccinellidae

30．クリサキテントウHar2nOniayedtkZ花Sis（Takizawa）

湯湾岳；（2exs．，14．Ⅶ，小野）

31．ニジュウヤホシテントウ捌∝加担扉威感触永由仇劾ね

阿木名；（lex．，21．Ⅶ，中村）

Ⅸ＿ゴミムシダマシ科Tenebrioni血e

32．ヒメクロルゾゴミムシグマシ肋Jfsα癖抽血ane

湯湾岳；（lex‥量4．Ⅶ，小野）

Ⅹハムシダマシ科Lagriidae
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33．ヒゲプトハムシグマシ上幽Orね7血Jね（Motschul疲y）

西仲間；（lex．，20．Ⅶ，小野）

湯湾岳；（1ex．，14．Ⅶ，藤田）

ⅩIカミキリムシ科Cerambycidae

34．ホソガタヒメカミキリCeresizLmel0ngatWWMatsushita

港湾岳；（2exs．，14．Ⅶ，小野）

35．オキナワゴマフカミキリ〟顔に即♪誠f如癖脚bfHaya血i

油井岳；（1ex．，18．Ⅶ，小野）

上記2種は灯火に飛来したものを採集した。

36．アヤモンチビカミキリSybraordinatas伽rabBreuning

中央林道；（3exs．，21．Ⅶ，藤田）

油井岳；（4exs．，21．Ⅶ，藤田）

37．ヒメナガサビカミキリ飽roIQPhialeiofuinaoshi7mnenSisBreuning

油井岳；（lex・，21「Ⅶ，藤田）

38．オキナワキポシカミキリPsacotheatenebuγCLSamIataBretming

新村；（lex．，19．Ⅶ，藤田）

油井岳；（1ex．，21．Ⅶ，藤田）

39．オオシマヤハズカミキリ〝れ好C／沼C暖め勿姐御Bn乳ming

油井岳；（1ex．，21．Ⅶ，藤田）

上記4種は，全て伐採木のピーティングによって得られた。

40．タカサゴシロカミキリOJem摺如允）r摺0ぷαm鱈Pic

見里；（1ex．，・18．Ⅶ，泊）

昼間，自動販売機にとまっていたものを採集した。前夜，明かりに飛来したもの

と思われる。

41．オビレカミキリEzLSelわides2MiGressitt

油井岳；（1ex．，21．Ⅶ，藤田）

伐採木のピーティングによって得られた。

Ⅹ‖ハムシ科ChrysoJnelidae

42．オオミドリサルハムシ用蜘γツ花びわ如乃加（Jacob）

油井岳；（lex．，18．Ⅶ，米沢）

ⅩTIIゾウムシ科Curculionidae

43．シロアナアキゾウムシ戯画0毎払S〝03gf（仇也j∂）

中央林道；（1exり21．Ⅶ，藤田）

油井岳；（1ex．，21．Ⅶ，藤田）

クワガタムシ科の学名，及び種の配列は検索入門クワガタムシ（保育社）に従った。そ

れ以外の甲虫は原色日本甲虫図鑑H～Ⅳ（保育社）に従った。

参考文献

上野俊一・他（1984”1985）原色甲虫図鑑（II．）～（Ⅳ）．保育社．

岡島秀治・山口進（1988）検索入門クワガタムシ．保育社．
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ト　ンボの採集記録

牛ノ浜　孝

奄美合宿において以下のトンボを採集したので報告する。

ト　　ン　ボ　目　ODONATA

均麹亜目ZYGOPTERA

Iイトトンボ科Agrionidae

l．リュウキュウペニイトトンボCbriagrionLatericizmLieftinck

役勝；（1♀，15．Ⅶ，溝口）

2．アオモンイトトンボIschnuraasiaticaBaurer

役勝；（1♂1♀，14．Ⅶ，牛ノ濱）

IIモノサシトンボ科Platycnemididae

3．モノサシトンボCo趣的7（mm山地21吏lys

役勝；（1♂，15．Ⅶ，牛ノ漬）

IIIカワトンボ科Calopterygidae

4．リ土ウキュウハグロトンボ〟虎γ07把玩び〝αrわあ卸商由Foersbr

西仲間；（5♂♂2♀♀，6．Ⅶ，牛ノ演）

湯湾岳：（1♂2♀15．Ⅶ，小野）

不均麹亜目Anisoptera

Ⅳオニヤンマ科Corduregasteridae

5．ミナミヤンマC〟0rOgO摺触れ乃乃eαgC血JねAsahina

西仲間；（1♀，18．Ⅶ，牛ノ濱）（1♀，20，Ⅶ，米沢）

役勝；（1♂，20．Ⅶ，牛ノ浜）

Vヤンマ科Aeschnidae

6．ミルンヤンマ。円α耽昭SCゐ7氾痴J乃ei録lys

油井岳；（3♀♀2♂♂，17．Ⅶ，牛ノ浜）（1♀，16．Ⅶ，泊）

Ⅵトンボ科Libellulidae

7．オオシオカラトンボ0血r〟符か東研gdα柁乃eJα乃由良！lys

西仲間；（2♂♂1♀，16．Ⅶ，牛ノ濱）

8．ウスバキトンポJbntalaflaZJeLStrnSFabricius

新村；（1♂，20．Ⅶ，牛ノ済）

9．ハネビロトンボr7現物餌びわi乃ねRamh∬

西仲間；（2♂♂，21．Ⅶ，牛ノ浜）

110．べこトンボrr正加吻ざα〝和和Brauer

新村；（1♀，12．Ⅶ，牛ノ済）

参考文献

石田昇三（1969）原色日本昆虫生態図鑑‖トンボ編．保育社．

（うしのはまたかし）
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植物の観察報告

泊信義・小崎ジュン・坂口志保

南国の島“奄美”はまさに夏であり，豊かな自然と温かい地元の方々の親切が私達を受

け入れてくれた。しかし，ハブという危険な存在が脳裏から離れることはなく，油断でき

なかった。が，幸いにして合宿中にはハブとのトラブルはなかったのである。

さて，普段の活動として，私達は標本を目的とする採集ではなく，図鑑を手にして歩き

回り目に止まった植物を同定したり，先輩方に和名を教えてもらったりしている。

奄美においても「奄美の植物を肌で感じたい！」という方針で，新村，西仲間，見里，

加計呂麻島，のほんのわずかな地域を歩いては同定する毎日であった。しかし，奄美のイ

メージとして原生林を期待していただけに人工林がよく目に付いたのがショックだった。
でも，私達が加計呂麻島に行った日，レンタカーで中央林道に行かれた本会OBの溝口氏

の話によるとおもしろい植物があったという。今度奄美に行くときは，まず中央林道から

行きたいと思う。

また，今回は移動手段が乏しかったことや，ハブが生息しているなどの理由からラン科

植物を認めることが困難であった。この他にもアマミトンボらしきものを目撃したが，同

定の決め手を欠いたことから記載を省いた。奄美大島特産のアマミエビネと着生蘭，腐生

蘭の類を目撃できなかったのが残念である。

ここに記載するリストは50種以上の植物を同定したうち自分達なりに自信の持てるもの

である。しかし，まだまだ未熟者なので片寄りや誤りが見受けられると思う。そこは大い

に諌言していただき長い。

種子植物門　SPERMATOPHYTA

単子葉植物網財ONOCOTYLEDONEAE

Iヒガンバナ科Amaryllidaceae

l．ハマオモトCrinumaiaticZmL．var．伽nicwwBaker

（7月20日加計呂麻島）

lTイネ科Poaceae

2．エノコログサ・Setwiauiridts（L．）Beauv．

（7月20日加計呂麻島）

3．ダンチクAmm永〉（わ花はL．

（7月12～20日新村，西仲間）

4．リュウキュウチクPleioblastzLSlinearis（Hack．）Nakai

（7月17日西仲間）

mガマ科TyphaGeae

5．ヒメガマ肋α癖flbJfαL．

（7月20日加計呂麻島）
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ⅣシSLウガ科Zingiberaceae

6．ゲットウAIPiniasfeciosa（Wendl．）K．Schum．

（7月20日加計呂麻島）

Vラン科Orchidaceae

7．カゴメラン勧rahachijansisYatahBVar・．2natSZLmLrana（Schltr．）Ohwi

（7月17日油井岳）

8．ナンゴクネジバナSPiraTWzessinewis（Pers．）Amesvar．S相好nglS

（7月17日油井岳）

この種は造成間もない舗装道路のふき付け作業の行われた法面に生えていた

9．ユウコクランLiParisfbr2nCLSa乃αReichb．fil．

（7月16，18日西仲間，7月17日油井岳）

10．カクチョウラン肋血Sお肌γがfJJα（蝕鹿）Blume

（7月16，18日西仲間，7月17日油井岳）

11．トクサラン（力IanthegracilisLindl．var．uenusta（飴hltr．）F．hhek．

（7月16，18日西仲間，7月17日油井岳）

12．ツルランαα痛みヲJ勧略虎α】論tem．

（7月16，18日西仲間，7月17日油井岳）

この種はちょうど開花期に訪れたため，発見，同定が容易であった。また，

近似種のリュウキュウエビネ，ヒロバノカランを探索したが目撃にはいたらな

かった。
Ⅵタコノキ科Pandanaceae

13．アダン鞄7め鶴gαわれ虎恕f孔gL．fil．

（7月19日西仲間）

双子葉植物網DICOTYLEDONEAE

lモウセンゴケ科Droseraceae

l．コモウセンゴケβγOSerα幼助ddおlabill．

（7月13日新村）

＝クワ科Moraceae

2．アコウFiczLgSukrba（Miq．）Miq．var．細nicaMiq．

（7月20日加計呂麻島）

3．ガジュマル肋珊たmr如し．fil．

（7月16，17，19日西仲間）

IIIマメ科Leguminosae

4．ハマナタマメCα乃α〃αJ由J加の由（munb．）Ⅸ：．

（7月18日里見）

5．ギンゴウカンLemlezLCOCePhala（Lan．）deWit

（7月15日名瀬）

6．クロヨナftmgamria鱒mata（L．）Pierre

（7月18日見里）

7．デイゴ鋤的rf乃α〃αrねgぬL．

（7月18日西仲間）

－31－



Ⅳ　マタタビ科　Actinidiaceae

8．シマサルナシ　Actinidia rufa　（Sieb．et Zucc．）　Planch．ex Miq．

（7月20日　加計呂麻島）
V　テリハポク科　Clusiaceae

9．フクギ　Qの東南：ぷ強引巾短遼】恥rr．

（7月15日　加計呂麻島）

ガジュマルの傍で1本だけ見受けたが，半野生化したものと考えられる。

Ⅵ　トウダイグサ科　Euphorbiaceae

lO．アカメガシワ　Mall戊zLS ja如iczLS　（Thunb．）　Muell．　Arg．

（7月12～20日　新村）

Ⅶ　モチノキ科　Aquifoliaceae

ll．クロガネモチ　1地方　γ0び如α　Thunb．

（7月15日　西仲間）
Ⅷ　ミツバウツギ科　Staphyleaceae

12．ゴンズイ　EwcaPhis jafmica（Thur血．）　Kanitz

（7月12日　新村）

Ⅸ　ブドウ科　Vitaceae

13．エビヅル　Vitis thunbergii Sieb．et Zucc．

（7月20日　加計呂麻島）

Ⅹ　アオイ科　ぬlv云ceae

14．ブヨウ　〟f討sc旭；1吼ぬめ丑k L．

（7月17日、西仲間）

サキシマフヨウの可能性もある。

15．、オオバマボウ　〝f討sc弘S　と〟ね頂礼は　L．

（7月16，17日　西仲間，7月18日　見里，7月20日　加計呂麻島）

ⅩI　イイギリ科　Flacourtiaceae

16．イイギリ　ノおね　如わ伽吻　地Ⅸim．

（7月18日　西仲間）

ⅩIT　ミソハギ科　Lythraceae

l7．シマサルスペリ　上側伊虎昭和池　上鋤触感撼α　K（治hne

（7月18日　西仲間）

Ⅹm　ノボタン科　財elastoJnataCeae

18．ノボタン　〟eJ血　Cα花蕗九卯　D．Dorl

（7月12～20日　新村，7月16，18日　西仲間）

ⅩⅣ　ヒルギ科　Rhizophoraceae

1g．オヒルギ　βr振gぴferα　g脚Pr7力ねα（L．）lam．

（7月15，17日　西仲間）
20．メヒルギ　Kandelia cα7Zdu　（L．）　Druce

（7月15，17日　西仲間）

X V　サクラソウ科　Primulaceae

21．ハマポッス　加彿∝カね　摺αぴrたfα乃α　bm．

（7月18日　見里）
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ⅩYlガガイモ科Asclepiadaceae

22．サクラランHoyacwrm（L．fil．）R．Br．

（7月17日西仲間）

ⅩⅦアカネ科Rubiaceae

23．コンロンカ仇α毘光昭乃血卸のノf〟0γαMiq．

（7月15日湯湾）

ⅩⅧヒルガオ科Convolvulaceae

24．グンバイヒルガオ1欠）鵬α細一α炒れ把（L．）ふ伸eet

（7月17日西仲間）

Ⅹ】Ⅸムラサキ科Boraginaceae

25．モンバノキArgusiaarge7加（L．fil．）Murata

（7月18日見里）

ⅩⅩクマツヅラ科Vervenaceae
26．シチヘンゲ　Lanbma camra L．　var． α泌朗由　（L．）　Molde血e

（7月20日　加計呂麻島）

栽培されてできた種子が何らかの形でそこに野生化したものと考えられる。

27．クサギ　CJe托感のめⅦ駆　けた夜血刀∽好’munb．

（7月15日　名瀬）

ⅩⅩI　ナス科　Solanaceae

28．メジロホオズキ　血Jα乃び材　如才わγび町　bur．

（7月20日　加計呂麻島）

X XII　キク科　ComPOSitae

29．ウスベここガナ　β癖Jα　ぷ0刀に力がoJα　（L．）　Ⅸ」

（7月20日　加計呂麻島）

シダ植物　PTERIDOPHYTA

Iウラジロ科Gleicheniaceae

l．ウラジロαeね／紹乃fdわ如血．わr．

（7月16日西仲間）

IIへゴ科Cyatheaceae

2．へゴ助SPinul0SaWall．exHook．

（7月16，18日西仲間）

3．モリへゴCyathealePifbra（J．Sm．exHook．）Copel．

（7月16，18日西仲間）

IIIシシガシラ科Blechnaceae

4．とリュウシダβJ∝力乃〟研0γfg和bJeL．

（7月18日西仲間）

5．コモチシダ肝彿血rddOrね戒〟ぷSw．

（7月20日加計呂麻島）－33－



※学名は，種子植物は‘‘日本の野生植物（平凡社）’’，シダ植物は“日本のシダ植物図

鑑（東京大学出版会）’’にそれぞれ従った。

参考文献

初島住彦編（1986）鹿児島県植物目録．鹿児島植物同好会．

倉田悟・中池敏之編（197g）日本のシダ植物図鑑（日本シダの会）1．東京大学出版会．

倉田悟・中池敏之編（1985）日本のシダ植物図鑑（日本シダの会）4．東京大学出版会．

倉田悟・中池敏之編（1987）日本のシダ植物図鑑（日本シダの会）5．東京大学出版会．

佐竹義輔・他編（1981）日本の野生植物．草本III．平凡社．

佐竹義輔・他編（1982）日本の野生植物草本I，Il．平凡社．

佐竹義輔・他編（1989）日本の野生植物木本I，II．平凡社．

（とまりのふよし・こざきじゅん・さかぐちLは）
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1991年屋久島秋合宿の報告

堂囲隆男・光永佳奈枝

1991年10月2日から10月6日までに屋久島で生物研究会合宿を行ったので，その報告を下

記に示す。

○メンバー

牛ノ浜孝．永田武志．米沢俊彦．

大迫正規．坂口志保．瀬戸口芳成．藤田寛．堂園隆男．光永佳奈枝．

0日程とコース

10月2日（水）：部室集合（7：00）論鹿児島港（8：00）蓋［フェリー屋久島］

宮之浦港（12：30）弱尾之間（13：52）

皿尾之間に宿を取り，各自の計画に沿って採集・観察を行う。

10月6日（日）：尾之間（10：56）層宮之浦港（13：00）遥［フェリー屋久島］

鹿児島港（17：30）由部室解散（18：30）

※コースの中で由は自動車，葱はフェリー，鰯はバスを表す。

○天気

屋久島は「1ヶ月に35日雨が降る」と例えられる程雨の多い島にもかかわらず，合宿

期間中5日に小雨が降ったほかは，毎日晴天が続いたのはラッキーだった。

ちょうど実りの秋の季節で，色づいた木の実や葉は植物の種類を見分けるのに役立った

し，目の保養にもなった。また気温もちょうどよく，過ごしやすい毎日だった。

2日／ヰ3日／♯4日／ヰ5日／む鴫．十6日／♯

○感想

私は今回の合宿で，滝の周りの植物を観察しようと思い，蛇ノロ滝・千尋沌・トロオ

キの滝等を目的地として植物観察を行った。後半の2つの滝には，時間やら天気やらの

都合で近くまで行けなかったのだが，蛇ノロ滝へは1日かけて行くことができた。そし

て，途中の山道でのランの種の多きと，滝のそばの岩々にクロミキゴケだと思われるも

のが一面に生えていた光景とには，何となく自然の魅力を感じた。
合宿中，平地や海岸での採集・観察を優先させた為，宮之浦岳に登れなかったのは残

念だった。やはり屋久島で山へ登るには，登山だけを目的に来るのが良いと思った。

終わりに，岩川宏区長をはじめ，宿泊先の尾之間でお世話になった方々にこの場を

借りてお礼申し上げます。

（どうぞのたかお・みつながかなえ）
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鹿児島県熊毛郡屋久島
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蝶の採集記録

大迫正規

今回の秋合宿は，原生林がなおも存在し続けるあの屋久島である。合宿の一週間程前，

本島をかなりの規模の台風が襲撃して，出発がいかなるものになるか心配したが，実際は

この台風によりかなりの迷蝶が本土に流されてくるという思いがけない状況になった。

採集において，主に海岸沿いの道路を徒歩でできる限り遠くまで活動してみるという主

旨であった。というのも，バスで移動すると両バス停留所間の絶好のポイントを逃してし

まう恐れがあったからである。ところが，なんといってもたかが徒歩である。おまけに安

全面を考慮して，日を繰り越しての活動が禁止され，行動範囲の縮小に拍車がかかった。

事前の調査で挙げられた蝶の数からして，かなりの種類が存在しているのが分かったに

もかかわらず，実際採集したのは一割にもみたないという悲惨な結果であった。簡略な活

動内容は次に述べるとして，全体としては結果がおもわしくなかったが，まあ満足のいく

ものとなった。是非，もう一度来てみたい場所である。

下記が活動内容を簡略にまとめたものである。

10月2日－この日は宿に着いたばかりで，まずは周辺をまわってみようということにな

り，素晴らしい秋晴れの中を，捕虫網を片手に同行の米沢先輩と山の方角へ向かって行っ

た。果樹園の広がる中，ツマペニチョウなどを採集し，夕刻にL帰宿する。

10月3日－この日は朝から気温が適度にあり，宿を中心にしてかなり遠くまで遠征して

みる。そして近くに簡素な漁港をみつけ，そこへ下るまでの道が絶好のポイントであるこ

とを発見した。ちょうど道両端に木が生い茂っていて，道全体が日陰となり，気温が程好

く低くなっていて，傍らに川も流れていて，湿度も程好くあった。そこで，多数のツマベ

こチョウが飛んでいるのを目撃したが，これといった収穫はなかった。

10月4日－この日は休憩ということで，昨日の漁港で釣りをすることにした。しかし，

収穫はなく，屋久島の魚に餌をまいただけであった。釣りの最中，糸を垂らす私の目前を

アオスジアゲハが飛来する。

10月5日一今日は植物担当班と合流し，鯛川沿いの林道から千尋滝へ行くことにした。

この日はいつ雨が降ってもおかしくないぐらいの天気で，小雨に降られることも度々あっ

た。千尋縄の展望台付近でかなりの数の蝶の飛来が確認され，ここでカラスアゲハを，下

山途中でイシガケチョウを採集する。

10月6日－この日が合宿最終日で，皆が帰る準備をする中，私は米沢先輩のアドバイス

により，前述の尾之間漁港までの道を時間ぎりぎりまで今回の目的であるリュウキュウム

ラサ辛の採集のため頑張ることにした。もう帰らないといけないという時，目前を本蝶が

飛来し，奮闘すること10分余，やっとの思いで採集に成功し，満足しながら鹿児島への

帰路につく。
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以上で秋合宿は幕を閉じた。

今回は，蝶担当班が私ひとりであったため，知識不足が大いに影響し，満足いくような

採集報告ができないのが残念であるが，前の紀行文もどきの文章を，蝶担当班の各々の日

の活動記録としていただきたい。

なお，この記録に協力していただいた先輩方や，期間中にお世話になった屋久島の方々

にも，この場を借りて感謝の意を述べたい。

採集した蝶のリストは次のとおりである。

鱗週目LEPIDOPTERA

チョウ亜目

Iアゲハチョウ科Papilionidae

l．アオスジアゲハGraPhiwwsarfedonLinnaeus

尾之間；（1♂，3．X，大迫）

2．ナガサキアゲハPaかIio7mLinnaeus

千尋穐；（1♂，5．X，大迫）

3．ミヤマカラスアゲハhPilio2BaukiiMenetries

尾之間；（2♀♀，3．X，大迫）（1♀，3．X，米沢）

IIシロチョウ科Pieridae

4．ツマベこチョウHe加iaglazn：iPfeLinnaeus

尾之間；（1♂，2．X，米沢）（1♂，3．X，大迫）（2♂♂，3．X，米沢）

（1♂，4．X，米沢）

mシジミチョウ科Lycaenidae

5．ムラサキシジミ肋間肋脚αメ卸間血zMurray

尾之間；（1ex．，3．X，大迫）

Ⅳマタラチョウ科Danaidae

6．カバマタラAnosiachrysi伽Linnaeus

尾之間；（1♀，3．X，米沢）（1♂，4．X，米沢）

Vタテハチョウ科NyⅢPhalidae

7．ツマグロヒSlウモンArgyreZLShyfwbiwLinnaeus

千尋滝；（1♂，5．X，大迫）

8．ヒメアカタテハCynthiacarduiLinnaeus

尾之間；（1ex．，2．X，大迫）

9．アカタテハVa閻inditaHerbst

喀之間；（2exs．，3．X，一大迫）

10．リュウキュウムラサキH如IinmasMimLinnaeus

尾之間；（7♂♂，3．X，米沢）（1♂，4．X，米沢）（1♂，6．X，大迫）

原；（1♂，4．X，米沢）‾38－



平内；（2♂♂，5．X，米沢）

11．イシガケチョウ　Cγre成古　的如耶　欧）i虚血伯1

千尋滝；（2exs．，3．X，大迫）

Ⅵ　ジャノメチョウ科　Satyridae

：L2．クロコノマチョウ　Melanitis bhedi2m Cramer

原へ′尾之間；（1ex．，4．X，米沢）

Ⅶ　セセリチョウ科　Hesperiidae

］L3．キマダラセセリ　1btanthzLS flauun Murray

湯泊；（1ex．，5．X，米沢）

］L4．イチモンジセセリ　Pbrnara guttata Bremer　＆　Grey

尾之間；（lex．，3．X，大迫）

］L5．クロセセリ　Notcx：ryfia curuifascia C．＆R．Felder

尾之間；（lex．，2．X，大迫）（1ex．，3．X，大迫）

学名及び種の配列は全て「原色日本蝶類図鑑」（保育社）によった。

参考文献

川副昭人・若林守男（1985）原色日本蝶類図鑑．保育社．

（おおさこ　まさき）
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1991年　与　論　島　の　蝶

金井賢一

1991年6月10日～17日筆者は理学部生物学科の与論島での臨海実習に参加した。今回は

その際筆者が採集したものに加え，学科全体での採集も合わせて報告する。

今回は筆者にとって初めての隆起珊瑚礁の島であった。天候は6月までに連続40［］以上

も雨が降らず，節水を呼びかける町役場の放送があったほどである。臨海実習のスケジュ

ールでは6月12日が野外での採集，15日は自由研究となっていたので主にこの2日間が活

動日であった。
この採集の中で筆者が一番注目したのは，ナミユシロチョウが全体で4♂♂3♀♀も採

られたことである。しかも傷がみられるのは1♂だけであり，後は全て完品であった。迷

蝶と思われる本種が完品でこれだけの数採られたのは何故だろうか。最近琉球列島を北上

する昆虫がみられるので，本種もその一つであろうか。

また昨年はネットに当るほどいたらしいオオゴマダラが1♂しか採れていないのも不思

議である。乾燥のせいか，時期のズレであるか，原因ははっきりしない。

以下にリストを記す。

採集地に関しては12日のものは全て与論町西区であるが，その他の日は個人が自由時間

に採集した為不明な標本が多かったので，敢えて記さないでおく。

採集者の記録は筆者のはか山根正気（ヤマネセイキ）先生，及び採集者末記入のもの

があるので，その場合には記さないでおく。

標本は，筆者のものを除き鹿児島大学理学部生物学科が所有する。

Iアゲハチョウ科Papilionidae

l．ジャコウアゲハ〟γ0物乃仇mZ（めカ相田rKlug

（1♀，12．Ⅵ，金井）

（1♀，15．Ⅵ）

2．アオスジアゲハGrd兢iumsw如donLinnaeus

（4♂♂2♀♀，12．Ⅵ）

（5♂♂，15．Ⅵ）（1♂，15．Ⅵ，金井）

3．アゲハjb♪ilioxuthZLSLinnaeus

（1♀，12．Ⅵ）

（1♂，15．Ⅵ，山根）（1♂，15．Ⅵ，金井）

4．シロオピアゲハFbかIiolわIytesLinnaeus

＜白帯型＞

（4♂♂3♀♀，12．Ⅵ）

（2♂♂，15．Ⅵ）（1♀，15．Ⅵ，金井）

＜赤斑型＞

（1♀，12．Ⅵ）

（3♀，15．Ⅵ）（1♀，15．Ⅵ，金井）
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5．ナガサキアゲハPaPiliom翔乃OnLinnaeus

（4♂♂2♀♀，12．Ⅵ）

（5♂♂2♀♀，15．Ⅵ）（1♂1♀，15．Ⅵ，金井）

Hシロチョウ科Pieridae

6．モンキチョウCoJdgHoJαざノgrαおE鎚杷r

（1ex．，11．Ⅵ，金井）（1ex．，12．Ⅵ）

（1♀，15．Ⅵ，金井）（5exs．，15．Ⅵ）（1♀，15．Ⅵ）（1♀，15．Ⅵ，山根）

7．ウラナミシロチョウCato如iliaPyranuleLinnaeus

（1♂1♀，15．Ⅵ，金井）（1♀，15．Ⅵ，山根）

8．ウスキシロチョウCd女）Psilialわ刀OnaFabricius

＜ムモン型＞

（1♂，12．Ⅵ，金井）

（1♂，15．Ⅵ，金井）（1♂，15．Ⅵ）

＜ギンモン型＞

（2♀♀，12．Ⅵ）

（1♂，15．Ⅵ，金井）

＜中間型＞

（2♂♂1♀，15．Ⅵ）（2♂♂，15．Ⅵ，金井）

9．キチョウEure2m（Terias）he（刀beLinnaeus

（3♂♂4♀♀，12．Ⅵ）

（1♂1♀，15．Ⅵ）

10．ナミエシロチョウApがas（Catof，haga）pauli7ZaCrammer

（2♂♂2♀♀，15．Ⅵ）（1♂1♀，15．Ⅵ，金井）（1♂，15．Ⅵ，山根）

11．モンシロチョウPferfsrArbgefαノγα如Linnaeus

（1♂4♀♀，12．Ⅵ）

（1ex．，15．Ⅵ）

12．ツマベこチョウHe加iaglazh：伽Linnaeus

（5♂♂1♀，12．Ⅵ）（1♂，12．Ⅵ，金井）

（4♂♂2♀♀，15．Ⅵ）（2♂♂，15．Ⅵ，金井）

Iflシジミチョウ科Lycaenidae

l3．ウラナミシジミLamPidesbcdiczLSLinnaeus

（1ex．，11．Ⅵ，金井）

14．アマミウラナミシジミ〃血ゐα短γαがαM（カre

（1♂，12．Ⅵ）

（2♂♂，15．Ⅵ）

15．ヤマトシジミ粕e班bZfzeerfα徽血Kollar

（2exs．，11．Ⅵ，金井）

（1♂，15．Ⅵ）（1♂，15．Ⅵ，金井）
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16．タイワンクロボシシジミ舶gisba微がの旭Horsfield

（1♂，11．Ⅵ，金井）

（1♂，15．Ⅵ，山根）（1♀，15．Ⅵ，金井）

Ⅳマダラチョウ科Danaidae

17．カバマダラAnogiachrys伽Linnaeus

（1♀，12．Ⅵ）

（3♀♀，15．Ⅵ）（2♂♂，15．Ⅵ，金井）（2♂♂，15．Ⅵ，山根）

18．オオゴマダラ1（ねαJ仇rO閻Eric血

（1♂，12．Ⅵ）

19．アサギマダラ鋤γα戒元堤．威由・Kollar

（1♀，12．Ⅵ）

（1♂，15．Ⅵ）

20．リュウキュウアサギマダラIdeo如is（Rbdena）si2WilisLinnaeus

（1♀，12．Ⅵ）

Vタテハチョウ科Nymphalidae

21．ツマグロヒョウモンArgyrezLShyfwbiusLinnaeuS

（4♀♀，12．Ⅵ）

（3♂♂1♀，15．Ⅵ）（1♀，15．Ⅵ，金井）

22．リュウキュウミスジNe虎ishylasLinnaeus

（3♂♂2♀1♀2exs．，12．Ⅵ）

（4exs‥15．Ⅵ）

23．ルリタテハKaniskacbTZaCeLinnaeus

（1♂1♀，12．Ⅵ）

（8exs．，15．Ⅵ）（2exs．，15．Ⅵ，山根）（lex．，15．Ⅵ，金井）

24．ヒメアカタテハ伽的iacarduiLinnaetB

（lex．，14．Ⅵ，山根）

（lex．，15．Ⅵ，金井）（1ex．，15．Ⅵ）

25．アカタテハVα徽芯枕f感iαHerbst

（3♀♀，12．Ⅵ）

（1ex．，15．Ⅵ，金井）

26．イシガケチョウCy化成由的如Ibi感uⅥ11

（4♀♀2exs．，12．Ⅵ）

（6exs．，15．Ⅵ）
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今回の実習では個体の破損度について注目したので，下にまとめておく。

表の中ではA；完品個体，B；多少傷のある個体，C；大破個体を表す。

種　 名 A B C 計

1 ．ジャコウアゲハ 2 ♀♀ 2 ♀♀

2 ．アオス ジアゲハ 9 ♂♂

1 ♀

1 ♂

1 ♀

10♂♂

2 ♀ ♀

3 ．ナ ミアゲハ 1 ♂

1 ♀

1 ♂ 2 ♂♂

1 ♀

4 ．シロオ ピアゲ ハ 白帯型 1 ♂ 2 ♂♂

1 ♀

3 ♂♂

3 ♀♀

6 ♂ ♂

5 ♀♀

赤斑型 2 ♀♀ 3 ♀♀ 5 ♀♀

5 ．ナガサキアゲハ 4 ♂♂ 6 ♂♂

5 ♀♀

10♂♂

5 ♀♀

6 ．モ ンキチ ョウ 6 exs．

3 ♀♀

l ex ． 7 exs．

3 ♀♀

7 ．ウラナ ミシロチ ョウ

1 ♀

1 ♂

1 ♀

1 ♂

2 ♀♀

8 ．ウスキシロチ ョウ ムモ ン型 3 ♂♂ 3 ♂♂

ギ ンモ ン型 1 ♂

1 ♀ 1 ♀

1 ♂

2 ♀♀

中間型 4 ♂♂

1 ♀

4 ♂♂

1 ♀

9 ．キチ ョウ 2 ♂♂

4 ♀♀

2 ♂♂

1 ♀

4 ♂♂

5 ♀♀

10 ．ナ ミエ シロチ ョウ 3 ♂♂

3 ♀♀

1 ♂ 4 ♂♂

3 ♀♀

11 ．モ ンシロチ ョウ

12 ．ツマベニチ ョウ

2 ♀♀

1 ♂

1 ♀

1 ex ．

1 ♀

1 ♂

4 ♀♀

1 ex．

10♂♂

2 ♀♀

2 ♂♂

1 ♀

12♂♂

3 ♀♀

13 ．ウ ラナ ミシジ ミ l ex ． l ex ．

14 ．アマ ミウ ラナ ミシジ ミ 1 ♂ 2 ♂♂ 3 ♂♂

15 ．ヤマ トシジミ 1 ♂

3 exs ．

1 ♂

3 exs．

16 ．タイワンクロボシシジミ 2 ♂♂

1 ♀

2 ♂♂

1 ♀

17 ．カバマ ダラ 3 ♂♂

4 ♀♀

1 ♂ 4 ♂♂

4 ♀♀

18 ．オオ ゴマ タラ 1 ♂ 1 ♂
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1g ．ア サ ギ マ ダ ラ

1 ♀

1 ♂ 1 ♂

1 ♀

2 0 ． リュウ キ ユウ アサ ギ マ ダ ラ 1 ♀ 1 ♀

2 1 ．ツマ グ ロ ヒ ョウモ ン 3 ♂ ♂

5 ♀ ♀ 1 ♀

3 ♂ ♂

6 ♀ ♀

22 ． リ ュウ キ ュウ ミスジ 3 ♂ ♂

1 ♀

5 ex s ．

1 ♀

1 e x ．

3 ♂ ♂

2 ♀ ♀

6 ex s ．

23 ．ル リ タテハ

8 ex s ．

1 ♂

1 ♀

2 ex s ．

1 ♂

1 ♀

10 ex s ．

24 ． ヒメ アカ タテ ハ 3 ex s ． 3 ex s ．

25 ．アカ タ テハ 1 ♀

1 e x ．

1 ♀ 1 ♀ 3 ♀ ♀

1 e x ．

2 6 ． イシガ ケチ ョウ 4 ♀ ♀

6 e x s ． 2 ex s ．

4 ♀ ♀

8 e x s ．

正確な定量的調査でないため雌雄差などから厳密なことをいうのは避けるが，上の表か

ら読めることを挙げてみる。

5．ナガサキアゲハ

本種は林緑の梢を飛び回る姿をよく見かけた。そのため麹が欠けてしまったりスレ

てしまった個体が多いのだろう。

8．ウスキシロチョウ

大坪・田中（1988）は与論における本種を土着・非土着不明として扱っている。今

回採れた8♂♂3♀♀のうち，ギンモン型の1♀を除いて全て完品であったことは一

時的発生，あるいは土着の可能性を示すと思われる。

9．ナミエシロチョウ

数は4♂♂3♀♀と少なかったものの，個体の鮮度からは上のウスキシロチョウと

同じことがいえるだろう。しかし本種には集団移動の性質が知られているので，他の

土着・非土着不明の島との比較を行わねば，簡単には言えないであろう。

12．ツマベニチュウ

他の島と同じように♂が♀に比べて非常に多い。

＊全般的にシジミチョウの数が少ないが，これは採集者の目につかなかった為であろう。

筆者はヤマトシジミなどを多く目撃していた。

最後になりましたが，データの発表を快く了承してくださった山根正気先生に御礼申し

上げます。

参考文献

川副昭人・若林守男（1985）原色日本蝶類図鑑．保育社．

大坪修一・田中洋（1988）鹿児島県産蝶頸・市町相島別分布表．Satsuma，37（100）：223－238．

（かないけんいち）
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1991年　鹿児島県本土の迷蝶

金井　賢一　編

今シーズン生研部員の採集した県本土の迷蝶を報告する。

1．アマミウラナミシジミ

9・10　笠沙町姥　5♂♂米沢，1ex．金井

10・10　佐多町田尻　lex．目撃2♀♀金井
2．カバマダラ

9・5　坊津町久志　1ex．目撃桐野・米沢

9・10　大浦町小浜　1♀米沢

11・3　坊津町泊川　1ex．目撃金井

3．スジグロカバマダラ

6・20　鹿児島市新港　1ex．目撃桐野

10・6　開聞山麓　1ex．目撃金井

ママコノシリヌグイ（タデ科）を吸蜜していた。

4．メスアカムラサキ

9・3　魚見岳　1♂桐野，1♂米沢
9・10　笠沙町仁王崎　1♀目撃米沢

9・22　魚見岳　1♂目撃桐野
5．リュウキュウムラサキ

9・10　大浦町小浜　1♀（台湾型）米沢

9・22　魚見岳　1ex．目撃桐野

10・6　開聞山麓　1♀（台湾型）金井

10・7　鹿児島市山田町　1♀（赤斑型）米沢

採卵及び標本保管を本会OB守山泰司氏に依頼した。

10・8　牧園町　1♂（フィリピン型）金井

ソバの花を吸蜜していた。

10・10　佐多町田尻　1♀（フィリピン型）金井

カキの腐栗にきていた。

佐多町大泊　1ex．目撃金井

6．アオタテハモドキ

9・10　笠沙町仁王崎　1♀米沢

9・30　大浦町小浜　1♂牛ノ浜

10・30　鹿児島市五ヶ別府町　1♀（低温型）米沢

7．ウスイロコノマチョウ

9・17　慶大構内　1♀米沢

9・18　慶大構内　1♀（夏型）米沢
10・2　鹿児島市唐涜　1ex．金井

真夜中，自動販売機の明かりにきていた。
（かない　けんいち）
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［短報］

ミナ コモンマダラ，鹿児島市の記録

桐野敦子

鹿児島市平川町でミナミコモンマダラrfr脚把α加地血Cleayの死体を採集をし

た。国内での本種の採集例は比較的少ないと思われるので報告する。

1991年10月4日，桐野直子（筆者の母）が本種の右前麹を持ち帰った。採集地は同町の

ソバ畑の一角である。ソバ畑は北側に広がり，採集地の南側の緑はスギの幼木，クヌギや

常緑カシ類などが混生する林と接している。翌朝5日，筆者と母が再度採集にいったとこ

ろ畑の南側の端にあたるサトイモの植えてある畝の緑でさらに左前麹，右後麹を採集した。

ツマグロヒョウモン（♀），アゲハなどの麹とともに散らばっていたものである。いずれ

も胴体は見つからなかった。周辺はサトイモのはか，マリーゴールド，ケイトウなどの花

が栽増されており，これらの花にはイチモンジセセリ，アゲハ，ツマグロヒョウモン，ム

ラサキシジミなどがさかんに飛来していた。

両前麹のうち左前麹亜外縁と後緑に破損がみられる。また，右後麹第1C室付近に穴が

あいており，後角部にも破損がみられる。前麹の廼形などより雄であると思われるが，破

損で性斑が確認できないため正確な雌雄は判別できない。

参考文献

川副昭人・若林守男（1985）原色日本蝶類図鑑．保育社．

福田・晴夫・他（1984）原色日本蝶類生態図鑑（I）．保育社．

矢田傭・森下和彦（1981）図鑑東南アジア島峡の蝶第2巻．プラパック社．

（きりのあつこ）
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こシムネアカアリの羽アリの飛翔

済田しおり

‘1991年6月26日（火）鹿児島市城山においてニシムネアカオオアリα嘲わ従滅び物血相α7班

甑乱Ⅲ胞tSu＆Brown（2♂♂）の羽アリを採集し，こシムネアカオオアリの結婚飛行が

あったことを確認した。

この種の近縁種であるムネアカオオアリC．0加にぴγわなSMayrの羽アリの時期は5

－6月頃と記載されているが（原色生態アリの図鑑），ずいふん遅い時期のようなので報

告する。1991年は梅雨期に雨の日が多く晴れ間が少なく，この気象条件が影響を及ぼした

のではないかとも考えられる。

参考文献

森下正明．他編（1988）日本産アリ類和名一覧．日本蟻類研究会：32．

森下正明．他編（1991）日本産アリ類の検索と解説（Il）．日本蟻類研究会：37－44．

馬場書敬．栗林慧（1970）原色生態アリの図鑑．明玄書房刊．

（はまだしおり）

タイリクバラタナゴを永田川で採集

米沢俊彦

筆者は鹿児島市内を流れる永田川でタイリクバラタナゴ助α由比SOαJJ虎払S∝eJJ虎び

（随肥r）を採集したので報告する。

1991年7月4日，鹿児島市山田町付近で採集を行った際，全長47．5m血の本亜種雌1個体

を得た。本亜種を得た場所は流れのゆるやかな中流域で，岸際の湿生植物のあいだより手

綱によって採集された。

鹿児島県には本来，タナゴ亜科魚類はアブラポチのみしか分布していなかったこと。ま

た，生時は腹鰭の前縁部に明瞭な白色部が認められたことから，今回採集された個体はタ

イリクバラタナゴと同定した。

タイリクバラタナゴは近年各地で分布を広げているが，これまで鹿児島県における分布

は川内川水系からのみ知られていた（君塚，1976；長田，1980）。今回，永田川で得られ

た個体が定着したものか，あるいは偶然得られたものかは今後の調査が必要であろう。

参考文献

川那部活哉・水野信彦編（1989）日本の淡水魚．山と渓谷社．

君塚芳輝（1976）鹿児島県高松川の魚類相（予報）．淡水魚，（2）：105－110．

益田一・尼岡邦夫・荒賀忠一・上野輝蒲・吉野哲夫編（1984）日本産魚類大図鑑．東海

大学出版会．

長田芳和（1980）タイリクパラタナゴー純血の危機．日本の淡水生物一侵略と撹乱の生態

学（川合・川那部・水野編），147－153．東海大学出版会．
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オこヌマエビを薩摩半島で採集

米沢俊彦

筆者は鹿児島県坊ノ津町久志川でオニヌマエビ伽ね拗ね（肋間rt）を採

集した。九州本土における採集例は珍しいと思われるので報告する。

1991年11月2日，久志川の河口より500mはど上流で頭胸甲長5．3mmの本種1個体を得た。

採集を行った場所は，川幅約1．5m，水深50cmほどで水流は比較的早く，底質は転石か

らなり，所々湿生植物が生えていて水面に覆いかぶきっていた。本個体は，このような湿

生植物の下から手綱によって採集することができた。

なお，この時得られたエビ類は，ヤマトヌマエビ，トゲナシヌマエビ，ヒラテテナガエ

ビ，ミナミテナガエビであった。

参考文献

林健一（1989）日本産エビ類の分類と生態（45）．海洋と生物，（60）：40－43．

三宅貞祥（1982）原色日本大型甲殻類図鑑（I）．保育社．

（よねざわとしひこ）

Fi g．久志川産オこヌマエビ
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会　員　名　簿

1992年3月1日現在

顧　問：山下　智（教養部生物学教室教授）

主　将：米沢　俊彦（理学部生物学科2年）

副主将：中村　理樹（農学部獣医学科2年）
泊　　信義（大学院農学研究科1年）

池　　俊人（水産学部水産学科4年）

大平原一高（農学部畜産学科4年）

松野知之

小野雅章

金井賢一

野村弥生

的場亮平

吉谷弘子

午ノ演孝

桐野敦子

（水産学部水産学科4年）

（農学部獣医学科3年）

（理学部生物学科3年）

（教育学部中学理科3年）

（農学部獣医学科3年）

（理学部生物学科3年）

（理学部生物学科2年）

（教育学部小学校課程2年）
小崎ジュン（農学部生物環境学科2年）

永田武志（理学部生物学科2年）

濱田しおり（農学部生物環境学科2年）

米山章一（理学部数学科2年）

大迫正規（教育学部′ト学校課程1年）

坂口志保（理学部生物学科1年）

瀬戸口芳成（農学部生物生産学科1年）

豊国隆男（教育学部小学校課程1年）

東幸希（教育学部小学校課程1年）

藤田寛（教育学部中学理科1年）

光永佳奈枝（理学部生物学科1年）
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編　集　後　記

まず，今回のLEBEN22号を予定どうり出すことができまして嬉しく思っており

ます。今号は前号までの編集の形を思い切って変えてみました。はっきり言って以前

より見にくくなった点もあるかと思いますが，本誌を読まれる方々や後輩たちが南西

諸島に採集にいかれる時に，少しでも役に立っていただけたらと思っております。

これからも生物研究会はそれぞれが海に，山に，川に，島に，野原に生き物を求め

て出ていき続けることでしょうし，今後もLEBENは書く人達がいればずっと続い

ていくことでしょう。今後のLEBENが鹿児島および南西諸島のさまざまな生物に

ついてのよりよい研究誌になってゆくことを願って後輩たちにこの仕事をゆずりたい

と思います。

また生物研究会の発行物のバックナンバーの販売を行っております。ど希望の方に

はリストを100円でお送りしております。長4型の封筒と100円分の切手を同封のうえ

本会宛にお知らせください。

（中村）

LEBEN　22号

鹿児島大学生物研究会会誌

発行日：1992年4月1日

編集者：中村理樹・大迫正規・藤田寛

発行者：米沢俊彦

発行所：鹿児島大学生物研究会

（〒890鹿児島市郡元一丁目21－24鹿児島大学学友会内）

印刷所：明るい窓社

－50－



正誤表（1992年2月20日）

PL誤正

149データ欠落猿ヶ城；（1ex．，4．Ⅴ，米沢）

1935山間；（目撃1♀，4．Ⅶ，米沢）山間；（目撃1♀，14．Ⅶ，米沢）

3726鯛川鯛ノ川

4537鹿児島市唐痍鹿児島市唐湊

追加（1992年3月30日）

131716．クロヒカゲモドキ16．クロヒカゲ

Lethe徽zrginalisMotschul如Lethedia7WButler
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